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は
じ
め
に

一
．『ReD

』
特
別
号
刊
行
の
経
緯

　

一
―
一
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

　

一
―
二
．『ReD

』
特
別
号
刊
行
ま
で
の
過
程

二
．『ReD

』
特
別
号
と
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」

　

二
―
一
．
言
語
選
択
を
め
ぐ
る
問
題

　

二
―
二
．
ド
イ
ツ
語
話
者
に
向
け
た
媒
体
と
し
て

三
．『ReD

』
特
別
号
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革
の
宣
伝

　

三
―
一
．
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革

　

三
―
二
．
内
向
的
な
宣
伝
媒
体
と
し
て
の
『ReD

』
特
別
号

　

三
―
三
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国
際
性
と
『ReD

』
特
別
号

お
わ
り
に

『ReD

』
誌
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
刊
行
の
背
景

　
　

カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
宛
ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
書
簡
を
手
掛
か
り
に

小　
　

野　
　

真　
　

司

は
、
一
九
一
六
年
か
ら
ド
イ
ツ
各
地
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
建
設
に
関
与
し
、
一

九
一
九
年
に
独
立
し
た
建
築
家
と
し
て
事
務
所
を
開
く
。
こ
の
頃
の
実
作
例
に

《
フ
ラ
イ
ド
ル
フ
・
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
》（
一
九
一
九
～
一
九
二
四
年
）
が
あ
る
。
一

九
二
六
年
に
は
バ
ー
ゼ
ル
で
ハ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
（H

ans W
ittw

er, 1894-

1952

）
と
と
も
に
建
築
事
務
所
を
開
き
、
バ
ー
ゼ
ル
の
《
ペ
ー
タ
ー
ス
シ
ュ
ー

レ
》
設
計
競
技
案
（
一
九
二
六
年
、
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
と
共
同
）
や
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の

《
国
際
連
盟
事
務
局
》
設
計
競
技
案
（
一
九
二
七
年
、
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
と
共
同
）
等

を
手
掛
け
て
い
る（

１
）。

大
が
か
り
な
吊
り
舞
台
を
持
つ
《
ペ
ー
タ
ー
ス
シ
ュ
ー
レ
》
や
、
ガ
ラ
ス
と

鉄
骨
を
多
用
し
、
摩
天
楼
を
備
え
た
《
国
際
連
盟
事
務
局
》
は
そ
の
ラ
デ
ィ
カ

ル
さ
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
初
代
校
長
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ

ロ
ピ
ウ
ス
（W

alter Gropius, 1883-1969

）
は
自
身
の
手
に
よ
る
著
書
『
国
際
建

築
』（
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
第
一
巻
）
の
中
で
《
国
際
連
盟
事
務
局
》
設
計
競
技
案
の

軸
測
投
影
図
を
掲
載
し
て
お
り（

２
）、

マ
イ
ヤ
ー
を
同
時
代
の
先
進
的
な
建
築
家
の

は
じ
め
に

ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
は
一
八
八
九
年
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
生
ま
れ
た

建
築
家
・
都
市
計
画
家
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
で
専
門
教
育
を
受
け
た
彼
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る
な
ど
多
方
面
で
活
動
し
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

前
衛
芸
術
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た（

８
）。

マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
五
〇

年
に
か
け
て
タ
イ
ゲ
と
断
続
的
に
書
簡
を
交
わ
し
て
い
た
ほ
か
、
自
身
の
校
長

時
代
に
タ
イ
ゲ
を
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
客
員
講
師
と
し
て
招
い
た
の
み
な
ら
ず
正
規

の
教
員
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
し
て
お
り（

９
）、

ま
た
タ
イ
ゲ
も
自
ら
が
編
集
し
た

雑
誌
『ReD

』
の
一
九
三
〇
年
第
三
巻
第
五
号
（
挿
図
１
）
を
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特

別
号
」
と
銘
打
っ
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
特
集
す
る
な
ど
、
両
者
の
関
係
は
親
密
な

も
の
で
あ
っ
た
。『ReD

』は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
デ
ヴ
ィ
エ
ト

ス
ィ
ル
の
機
関
誌
と
し
て
、プ
ラ
ハ
の
オ
デ
オ
ン
（O

deon

）
社
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
た
芸
術
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
表
題
は「Revue D

evětsil（
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ

ル
の
レ
ヴ
ュ
ー
）」
の
略
で
あ
る
が（

（1
（

、
同
時
に
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
が
共
産
主
義

一
人
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
一
九
二
七
年
四
月
、
マ
イ

ヤ
ー
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
よ
っ
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
招
聘
さ
れ
、
同
校
に
新
設
さ
れ

た
建
築
部
門
を
率
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
四
月
に
マ
イ
ヤ
ー

は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
第
二
代
校
長
に
就
任
す
る
。

マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
三
〇
年
八
月
、「
表
立
っ
て
機
関
を
政
治
化
し
た
」、「
マ
ル

ク
ス
主
義
者
は
決
し
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
校
長
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、

当
時
の
デ
ッ
サ
ウ
市
長
フ
リ
ッ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
（Fritz H

esse, 1881-1973

）
に
よ
っ

て
校
長
職
を
解
か
れ
た
た
め（

３
）、

彼
の
校
長
と
し
て
の
任
期
は
僅
か
二
年
四
か
月

に
留
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
短
い
任
期
の
中
で
、
マ
イ
ヤ
ー
は
工
房
の
再
編
成

や
科
学
的
専
門
知
識
に
基
づ
く
体
系
的
建
築
教
育
の
確
立
等
の
組
織
改
革
に
取

り
組
み（

４
）、

多
分
野
に
わ
た
る
人
材
を
正
規
教
員
や
客
員
講
師
と
し
て
招
聘
し
た（

５
）。

こ
う
し
て
招
か
れ
た
客
員
講
師
の
一
人
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
当
時
）

の
芸
術
家
・
文
筆
家
カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
（K
arel T

eige, 1900-1951

）
が
い
る
。
カ

レ
ル
・
タ
イ
ゲ
は
一
九
〇
〇
年
に
プ
ラ
ハ
（
一
九
〇
〇
年
当
時
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
冠
領
、
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
）
で
生
ま
れ

た
芸
術
家
・
文
筆
家
で
あ
る
。
タ
イ
ゲ
は
一
九
一
九
年
に
カ
レ
ル
大
学
に
入
学

し
た
の
ち
、
一
九
二
〇
年
に
前
衛
芸
術
グ
ル
ー
プ
「
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

（D
evětsil

）（
６
）を

設
立
、
一
九
二
四
年
に
自
ら
の
芸
術
理
論
で
あ
る
「
ポ
エ
テ
ィ

ス
ム
」
を
提
唱
す
る
。
ま
た
『
デ
ィ
ス
ク
（D

isk

）』（
一
九
二
三
年
）、『ReD

』（
７
）

（
一
九
二
七
～
一
九
三
一
年
）
等
の
雑
誌
の
創
刊
に
関
与
し
、
建
築
雑
誌
『
ス
タ

ヴ
バ
（Stavba, 

建
設
）』
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
。
一
方
で
印
刷
や
フ
ォ
ト
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
利
用
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
も
制
作
す

挿図１　�ハンネス・マイヤー、『ReD』第３巻第５
号（カレル・タイゲ編集）表紙、1930年
２月、ハーバード美術館群ブッシュ＝ラ
イジンガー美術館（ヨーゼフ・アルバー
ス寄贈）、写真：© President and Fellows 
of Harvard College.
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的
傾
向
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
赤
」
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
（
以
下
『ReD

』
特
別
号
と
表
記
）
は
、マ

イ
ヤ
ー
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
校
長
を
務
め
て
い
た
一
九
三
〇
年
の
二
月
に
同
誌
の
第

三
巻
第
五
号
と
い
う
形
で
発
刊
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
（bauhaus &

 společnost

）」（
チ
ェ
コ
語（

（1
（

）、
広
告
部
門

の
教
員
で
あ
る
写
真
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
（W

alter Peterhans, 

1897-1960

）
に
よ
る
「
写
真
の
現
在
の
状
況
（zum

 gegenw
ärtigen stand der 

fotografie

）」（
ド
イ
ツ
語
）、
学
生
オ
ッ
テ
ィ
・
ベ
ル
ガ
ー
（O

tti Berger, 1898-

1944

）
に
よ
る
「
室
内
の
生
地
（stoffe im

 raum

）」（
ド
イ
ツ
語
）、学
生
ア
ル
ベ

ル
ト
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
（A

lbert M
entzel/A

lbert Flocon, 1909-1994

）
に
よ
る

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
か
ら
学
生
へ
（vom

 bauhäusler zum
 studierenden

）」（
ド

イ
ツ
語
）
の
四
本
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ル
バ
ー
ス
（Josef 

A
lbers, 1888-1976

）、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
（Paul K

lee, 1879-1940

）、
ヨ
ー
ス
ト
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Joost Schm

idt, 1893-1948

）、
マ
イ
ヤ
ー
、
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
ら

教
師
陣
や
、
学
生
に
よ
る
作
品
図
版
・
図
面
等
が
掲
載
さ
れ
た
。
図
版
の
説
明

は
チ
ェ
コ
語
と
ド
イ
ツ
語
の
両
方
で
書
か
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
『ReD

』
特
別
号
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
研
究
に
お
い
て
バ
ウ
ハ

ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
芸
術
の
深
い
関
係
を
示
す
も
の
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
メ
ー
ガ
ン
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
の
研
究
は
タ
イ
ゲ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
招
聘
講

演
と
『ReD

』
特
別
号
の
時
代
を
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
関
係
史
上
最
高
潮
の
時
期
と
位
置
付
け
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
ヤ

ネ
ッ
テ
・
フ
ァ
ビ
ア
ン
は
『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
を
マ
イ
ヤ
ー
と
タ
イ

ゲ
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
と
し
、
そ
の
う
え
で
『ReD

』
が
多

言
語
的
・
国
際
的
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
、マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」

の
チ
ェ
コ
語
訳
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
の
巻
頭
に
「
万
国

の
若
人
よ
、来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
！
（junge m

enschen aller länder, kom
m

t 

ans bauhaus!

）」
の
一
文
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国

際
的
な
性
格
を
強
調
し
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
の
研
究
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
前
衛
芸
術
と
の

深
い
関
係
を
示
す
媒
体
と
し
て
『ReD

』
特
別
号
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か

し
、『ReD

』
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
し
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
以
外
の
『ReD

』
は
チ
ェ
コ
語
が
主
要

言
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
の
本

文
の
大
部
分
は
ド
イ
ツ
語
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の

言
語
選
択
の
意
図
に
つ
い
て
注
目
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
筆
者
は
掲
載

さ
れ
た
記
事
が
主
に
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
い
る
点
に
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス

特
別
号
刊
行
の
背
景
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
本
稿
は
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
が
マ
イ
ヤ
ー

指
揮
下
で
展
開
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
の
成
功
を
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
支
持
者

に
向
け
て
宣
伝
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一

章
で
は
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
校
長
時
代
以
来
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

と
の
関
係
と
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
刊
行
ま
で
の
経
緯
を
確
認
す
る
。

第
二
章
で
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
の
使
用
言
語
を
巡
る
問
題
を
タ
イ
ゲ
宛
マ

イ
ヤ
ー
書
簡
と
『ReD

』
本
誌
を
も
と
に
考
察
し
、『ReD

』
特
別
号
は
ド
イ
ツ
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国
内
の
ド
イ
ツ
語
話
者
、
特
に
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
の
会
員
が
主
な
読
者

層
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。第
三
章
で
は
、マ
イ
ヤ
ー

指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
展
開
さ
れ
た
組
織
改
革
と
そ
の
宣
伝
を
概
観
し
、

『ReD
』
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
支
持
者
に
向
け
た
内
向
き
の
宣
伝
媒
体
と
し
て
計

画
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
以
上
の
取
り
組
み
が
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
雑
誌
で
展
開
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国
際
化
と
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関
係
の

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
を
試
み
る
。
以
上
に
よ
り
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス

特
別
号
刊
行
の
背
景
に
は
、
マ
イ
ヤ
ー
が
主
導
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
の
成
功

が
、
国
外
の
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
を
、
ド
イ
ツ
国
内
の
支
持
者
に

向
け
て
示
そ
う
と
し
た
マ
イ
ヤ
ー
の
意
図
が
存
在
し
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。

一
．『R

eD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
刊
行
の
経
緯

一
―
一
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
の
関
係
は
少
な
く
と
も
一
九
二
三
年
に

遡
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
一
九
二

三
年
三
月
六
日
か
ら
一
九
三
〇
年
十
二
月
六
日
に
か
け
て
タ
イ
ゲ
に
宛
て
た
書

簡
が
十
五
通
残
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
う
ち
一
九
二
六
年
六
月
二
十
六
日
付
の
手
紙

ま
で
の
十
二
通
は
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
校
長
在
任
期
間
中
（
一
九
一
九
年
四
月
十
二

日
か
ら
一
九
二
八
年
三
月
三
十
一
日
）に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
簡
以
外
に
も

グ
ロ
ピ
ウ
ス
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
と
の
関
係
は
確
認

で
き
る
。
例
え
ば
一
九
二
三
年
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
開
催
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
展

覧
会
で
は
ヨ
ゼ
フ
・
ホ
ホ
ル
（Josef Chochol, 1880-1956

）、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
フ

ラ
グ
ネ
ル
（Jaroslav Fragner, 1898-1967

）、
カ
レ
ル
・
ホ
ン
ジ
ー
ク
（K

arel 

H
onzík, 1900-1966

）、
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
・
ク
レ
イ
ツ
ァ
ル
（Jarom

ír K
rejcar, 1895-

1950

）
と
い
っ
た
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
の
建
築
家
に
よ
る
作
品
が
紹
介
さ
れ（

（1
（

、一

九
二
六
年
の
段
階
で
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
、
タ
イ
ゲ
に
よ

る
『
チ
ェ
コ
の
建
築
』
が
計
画
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

『ReD

』
誌
に
お
い
て
も
、創
刊
当
初
か
ら
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
の
関
係
が
見
出
せ

る
。
一
九
二
七
年
十
月
に
発
行
さ
れ
た
『ReD

』
第
一
巻
第
一
号
に
は
バ
ウ
ハ

ウ
ス
の
家
具
・
調
度
品
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

で
の
販
売
の
受
け
口
と
し
て
、
ク
レ
イ
ツ
ァ
ル
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の

後
も
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
広
告
は
一
九
二
八
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
巻
第
十
号

ま
で
連
続
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
際
建
築
特
集
」
と
銘
打
っ
た
一
九

二
八
年
二
月
刊
行
の
第
一
巻
第
五
号
に
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
「『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
の

生
産
の
原
則
」
の
チ
ェ
コ
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
文
章
は
「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
叢
書
」
第
七
巻
の
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
工
房
の
新
製
品
』
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た

も
の（

（1
（

の
チ
ェ
コ
語
訳
で
あ
る
。
他
の
号
で
も
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ア
ー
（
一
九

二
八
年
二
月
第
一
巻
第
五
号
一
七
二
頁
）、
ゲ
オ
ル
ク
・
ム
ッ
ヘ
（
同
一
八
三
頁
）、
モ

ホ
リ
＝
ナ
ジ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
（
一
九
二
九
年
一
月
第
一
巻
第
四
号
一
四
二
頁
お
よ
び

一
九
二
八
年
五
月
第
一
巻
第
八
号
二
八
七
頁
）、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
（
一
九
二
八
年
九

月
第
二
巻
第
一
号
二
十
七
頁
）
ら
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
員
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
マ
イ
ヤ
ー
の
校
長
就
任
以
前
か
ら
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
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ス
ィ
ル
の
間
に
は
協
力
的
な
関
係
が
あ
り
、『ReD

』
に
お
い
て
も
創
刊
当
初
か

ら
バ
ウ
ハ
ウ
ス
関
係
者
の
文
章
や
作
品
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
観
点
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ヤ
ー
と
タ
イ
ゲ
の
関
係
は
、
グ
ロ
ピ
ウ

ス
時
代
か
ら
存
在
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
の
関
係
の
延
長
線

上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
方
マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
七
年
に

か
け
て
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
ア
ル
ト
ゥ
シ
ュ
・
チ
ェ

ル
ニ
ー
ク
（A

rtuš Černík, 1900-1953

）
と
手
紙
を
交
わ
し
て
お
り
、そ
れ
が
タ

イ
ゲ
と
の
交
友
の
契
機
と
な
っ
た
と
の
推
測
を
レ
ア
・
ミ
ハ
ロ
ヴ
ァ
ー
は
示
し

て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
マ
イ
ヤ
ー
と
タ
イ
ゲ
の
交
流
を
裏
付
け
る
直
接
的
な
資
料
と

し
て
最
も
古
い
も
の
は
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
限
り
で
は
一
九
二
八
年
十
月
十

七
日
の
タ
イ
ゲ
宛
書
簡
で
あ
り
、
マ
イ
ヤ
ー
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
校
長
就
任
後
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
一
九
五
〇
年
ま
で
に
現
在
筆
者
が
確
認
で
き
て
い
る

だ
け
で
も
計
三
十
五
通
の
書
簡
が
マ
イ
ヤ
ー
か
ら
タ
イ
ゲ
に
送
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
一
九
二
八
年
十
月
十
七
日
か
ら
一
九
三
〇
年
九
月
四
日
に
至
る
ま
で
の
、

マ
イ
ヤ
ー
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代
か
ら
解
雇
直
後
の
時
期
は
、
計
三
十
一
通
の
書

簡
が
残
っ
て
お
り
、
両
者
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
の
タ
イ
ゲ
宛
マ
イ
ヤ
ー
書
簡
に
は
『ReD

』
特
別
号
刊
行
ま
で
の
両
者
の

や
り
取
り
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
資
料
を
使
用
し
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で『ReD

』特
別
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
か
を
次
節
に
お
い
て
問
う
。
な

お
、
以
下
で
扱
う
タ
イ
ゲ
宛
マ
イ
ヤ
ー
書
簡
は
す
べ
て
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ウ
ハ
ウ

ス
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
が
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
タ
イ
ゲ
か
ら
マ
イ
ヤ
ー
へ

の
書
簡
は
現
在
所
在
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

一
―
二
．『ReD

』
特
別
号
刊
行
ま
で
の
過
程

現
在
確
認
で
き
て
い
る
マ
イ
ヤ
ー
が
タ
イ
ゲ
に
宛
て
た
書
簡
計
三
十
五
通
の

う
ち
、『ReD

』
特
集
号
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

は
一
九
二
九
年
一
月
二
十
九
日
付
書
簡
で
あ
る
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
・
ア
ル
ヒ
ー
フ

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
簡
は
、
中
央
部
が
切
り
取
ら
れ
た
一
頁
目
の
断
片

の
み
が
現
存
し
、
書
面
に
箇
条
書
き
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
第
一
項
は
欠
落
し
て

お
り
、
第
四
項
も
途
切
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
書
簡
全
体
の
内
容
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
現
存
し
て
い
る
第
二
項
に
「
あ
な
た
の
雑
誌
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別

号
」
と
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

２
．）
同
封
に
て
、あ
な
た
の
雑
誌
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
に
と
っ
て
相

応
し
い
文
章
を
お
送
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
原
稿
を
チ
ェ
コ
語
に
翻

訳
す
る
際
に
は
文
章
の
配
置
を
同
じ
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
を
は
っ
き
り

と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
簡
明
・
簡
潔
な
形
式
を
維
持
す
る
こ
と
で
、思

考
過
程
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
の
で

す
。
私
は
、
あ
な
た
自
身
が
こ
の
チ
ェ
コ
語
訳
に
可
能
な
限
り
の
こ
と
を

し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す（

（2
（

。

こ
の
書
簡
で
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
を
刊
行
す
る
雑
誌
の
名
前
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
タ
イ
ゲ
が
編
集
に
関
与
し
て
い
た
雑
誌
の
な
か
で
、
特
別

号
と
い
う
形
で
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
扱
わ
れ
た
媒
体
は
『ReD

』
の
み
で
あ
る
た
め
、

こ
の
雑
誌
と
は
『ReD

』
特
別
号
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
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イ
ヤ
ー
は
こ
の
時
点
で
掲
載
を
前
提
に
何
ら
か
の
文
章
を
送
付
し
て
お
り
、
少

な
く
と
も
こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
チ
ェ
コ
語
へ
の
翻
訳
を
見
越
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
『ReD

』
誌
に
お
い
て
チ
ェ
コ

語
に
翻
訳
さ
れ
た
う
え
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス

と
社
会
」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
一
九
二
九
年
一
月
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
機
関
紙
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
第
三
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
の
文
章

で
あ
る（

（2
（

。
本
文
の
特
徴
と
し
て
改
行
や
イ
ン
デ
ン
ト
を
多
用
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
の
特
有
の
文
章
配
置
は
『ReD

』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
チ
ェ

コ
語
訳
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
時
点
で

マ
イ
ヤ
ー
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」
の
原
稿
を
タ
イ
ゲ
に
送
付
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

『ReD

』と
い
う
誌
名
が
初
め
て
書
簡
で
明
記
さ
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
三
月

十
四
日
付
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
マ
イ
ヤ
ー
は
「
あ
な
た
［
タ
イ
ゲ
］
の

訪
問
を
機
と
し
て
、
あ
な
た
は
『ReD

』
誌
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
号
の
た
め
の
素
材

を
自
由
な
選
択
の
下
で
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
綴
っ
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
タ

イ
ゲ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
訪
問
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、そ
の
折
に
タ
イ
ゲ
が『ReD
』

特
別
号
に
使
用
す
る
素
材
を
選
択
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
素

材
と
は
、『ReD

』
に
掲
載
す
る
絵
画
や
写
真
等
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
九
年
七
月
十
一
日
付
書
簡
で
は
、
マ
イ
ヤ
ー
は
『ReD

』
特
別
号
が

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
る
の
か
タ
イ
ゲ
に
尋
ね
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
一
九

二
九
年
九
月
五
日
付
書
簡
で
マ
イ
ヤ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
当
時
計
画
さ

れ
て
い
た
タ
イ
ゲ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
招
聘
が
延
期
さ
れ
、
ま
た
『ReD

』
特
別
号

の
発
行
も
延
期
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ

る
。

あ
な
た
の
一
九
二
九
年
九
月
三
日
の
詳
細
な
手
紙
か
ら
、
あ
な
た
が
さ

し
あ
た
り
講
演
の
た
め
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
来
な
い
こ
と
、
そ
し
て
早
け
れ

ば
十
一
月
か
十
二
月
の
『ReD

』
誌
で
計
画
さ
れ
て
い
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特

集
号
は
す
ぐ
に
は
発
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
読
み
取
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
あ
な
た
が
切
り
出
し
た
質
問
に
つ
い
て
書
簡
で

の
意
見
交
換
を
全
て
行
う
こ
と
は
不
必
要
で
あ
り
、
ま
た
私
は
こ
の
秋
に

プ
ラ
ハ
へ
行
く
予
定
な
の
で
、
そ
の
間
に
も
う
一
度
プ
ラ
ハ
で
会
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
じ
き
あ
な
た
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
新
た
な
出
版
物
を
受
け

取
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
暫
定
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
私
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
あ
な
た
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
出
版
物
に
大
変
相

応
し
い
い
く
つ
か
の
作
品
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
来
る
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
大
変
惜

し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
へ
の
架
け
橋
を

別
の
方
法
で
築
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ヤ
ー
は
タ
イ
ゲ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
訪
問
が
実
現
し
な
か
っ

た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
一
方
で
、『ReD

』
の
発
行
に

向
け
て
、
プ
ラ
ハ
で
の
意
見
交
換
を
望
ん
で
あ
り
、
加
え
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
つ
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と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

管
理
部
門
か
ら
の
通
知

チ
ェ
コ
の
文
筆
家
で
あ
る
カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
（
プ
ラ
ハ
）
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
管
理
部
門
か
ら
一
週
間
の
招
聘
授
業
を
一
九
三
〇
年
の
一
月
二
十
日
か

ら
二
十
五
日
に
か
け
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。

そ
の
依
頼
は
、

　
「
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
作
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
コ
、
ロ
シ
ア
の

文
学
」

に
つ
い
て
講
演
し
、
ま
た
―
広
告
部
門
―
に
お
い
て

　
「
新
し
い
内
容
と
新
し
い
形
態
の
間
の
」

　
「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
」

関
係
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
氏
は
一
九
三
〇
年
二
月
に
彼
が
刊
行
す
る
雑
誌『ReD

』

（
プ
ラ
ハ
）に
お
い
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
新
し
い
活
動
に
つ
い
て
の
特
別
号
を

発
行
す
る（

（2
（

。（
傍
線
は
原
文
マ
マ
）

こ
こ
で
正
確
な
招
聘
授
業
の
日
程
と
そ
の
内
容
に
加
え
て
、『ReD

』
の
バ
ウ

ハ
ウ
ス
特
集
号
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
管
理
部
門
か
ら

の
通
知
と
い
う
形
で
、
特
別
号
の
刊
行
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
の
招
聘
授
業
と
同
列

に
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
別
号
の
刊
行
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
の
契
約
事
項
に

な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
て
の
出
版
物
で
あ
る
「
暫
定
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（proviserischer 

prospekt

）」
を
別
送
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『ReD

』
特
別
号
の
計
画
を
継
続
す

る
意
図
が
見
え
る
。
こ
の
「
暫
定
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
候
補
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
が
、
一
九
二
九
年
の
夏
季
休
暇
中
に
マ
イ
ヤ
ー
が
制
作
し
た
小
冊
子

『
若
人
よ
、来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
！（junge m

enschen kom
m

t ans bauhaus!

）』

で
あ
る（

（2
（

。
両
者
を
比
較
す
る
と
、写
真
や
図
版
の
う
ち
共
通
す
る
も
の
は
、デ
ッ

サ
ウ
の
校
舎
を
空
撮
し
た
写
真
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
劇
団
の
公
演
風
景
、
ラ
ッ
シ
ュ

（Rasch

）
社
で
生
産
さ
れ
て
い
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
壁
紙
の
広
告
以
外
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、『
若
人
よ
、
来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
』
に
一
部
分
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
の
「
写
真
の
現
在
の
状
況
」
や
、マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ

ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」
は
『ReD

』
特
別
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
若
人
よ
、

来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
！
（junge m

enschen, kom
m

t ans bauhaus!

）」
の
文

言
は
、『ReD

』
特
別
号
に
お
い
て
も
「
万
国
の
若
人
よ
、
来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス

へ
！
（junge m

enschen aller länder, kom
m

t ans bauhaus!
）」
と
言
葉
を
加
え

た
う
え
で
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
共
通
点
も
多
い
。
以
上
を
踏
ま
え

る
と
、
一
九
二
九
年
九
月
頃
に
『
若
人
よ
、
来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
』
は
タ
イ

ゲ
の
も
と
に
送
付
さ
れ
、
そ
れ
は
『ReD

』
を
編
集
す
る
う
え
で
大
い
に
参
考

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
『ReD

』
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
の
は
一
九
二
九
年
十
二
月
十
八
日

付
の
書
簡
で
あ
る
。
同
日
付
の
書
簡
は
三
通
が
確
認
で
き
た
が
、
う
ち
一
通
は

冒
頭
に
「
管
理
部
門
か
ら
の
通
知
（die leitung gibt bekannt

）」
と
の
記
載
が

あ
り
、
こ
の
書
簡
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
か
ら
公
式
文
書
、
な
い
し
そ
れ
に
近
い
も
の
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一
九
二
九
年
十
二
月
（
日
付
は
読
み
取
れ
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
二
十
七
日
、
少

な
く
と
も
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
と
推
測
さ
れ
る
）（

（2
（

の
書
簡
は
「『ReD

』

バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
に
つ
い
て
」
と
冒
頭
に
明
記
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
バ
ウ
ハ

ウ
ス
と
『ReD
』
の
間
で
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
発
行
日
、
部
数
、
ペ
ー
ジ
数

等
に
つ
い
て
、
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
私
は
一
九
二
九
年
十
二
月
十
四
日
の
、
あ
な
た
の
雑
誌
で
の
バ
ウ

ハ
ウ
ス
特
別
号
の
発
行
に
関
し
て
の
取
り
決
め
を
、
以
下
の
通
り
に
確
認

し
ま
す
。

一
九
三
〇
年
二
月
号
が
予
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
素
材
は
遅
く
と

も
一
九
三
〇
年
一
月
二
十
日
ま
で
に
あ
な
た
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
と
図
版
の
一
部
は
今
月
中
に
あ
な
た
の
元

に
届
き
ま
す
。

編
集
は
署
名
者
に
よ
る
監
督
の
下
で
行
い
ま
す
。

通
常
の
発
行
部
数
は
一
四
〇
〇
部
で
す
。
ま
も
な
く
あ
な
た
が
我
々
に
通

知
す
る
追
加
の
手
当
と
引
き
換
え
に
、
我
々
は
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
部
を
引

き
受
け
る
用
意
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
〇
〇
〇
部
を
我
々
は
以
下
の
よ
う
に
分
配
し
ま
す
。

五
〇
〇
部
＝
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」

二
〇
〇
部
＝
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー

三
〇
〇
部
＝
関
心
の
あ
る
者
・
訪
問
者
へ
の
分
配
用

通
常
号
の
頁
数
は
三
十
二
頁
と
表
紙

　

内
訳
：
二
ペ
ー
ジ
は
折
り
込
み

　
　
　
　

十
六
頁
は
ア
ー
ト
紙
（
オ
ー
ト
タ
イ
プ
用
）
そ
し
て

　
　
　
　

十
六
頁
は
マ
ッ
ト
紙
（
文
章
と
白
黒
の
ス
テ
ロ
版
用
）

　
　
　
　

表
紙
は
場
合
に
よ
り
二
色
刷
り
も
可
能

表
紙
の
費
用
は
出
版
社
が
引
き
受
け
ま
す
。

白
黒
の
ス
テ
ロ
版
の
単
価
は
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
十
ヘ

ラ
ー
［
ハ
レ
ー
シ
ュ
］（

（2
（

（
約
五
ペ
ニ
ヒ
）

オ
ー
ト
タ
イ
プ
の
単
価
は
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
五
十
ヘ
ラ
ー

［
ハ
レ
ー
シ
ュ
］（
約
七
ペ
ニ
ヒ
）

そ
の
間
に
Ｗ
．
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
氏
は
一
本
の
（
良
い
）
原
稿
と
そ
の
た

め
の
写
真
を
我
々
に
提
供
し
、
加
え
て
あ
な
た
も
ご
存
知
の
オ
ッ
テ
ィ
・

ベ
ル
ガ
ー
嬢
に
よ
る
織
物
に
つ
い
て
の
未
発
表
原
稿
も
届
き
ま
す
。
―
残

り
は
す
べ
て
後
ほ
ど
届
き
ま
す（

（3
（

。

一
九
三
〇
年
一
月
六
日
付
書
簡
で
は
、
マ
イ
ヤ
ー
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
に

つ
い
て
「
全
て
同
意
し
ま
す
！
資
料
は
あ
な
た
が
訪
問
す
る
こ
と
で
最
終
的
に

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
可
能
な
ら
ば
、
近
日
中
に
資
料
の
一
部
を
送
り
ま
す
」
と

綴
っ
て
お
り（

（3
（

、特
別
号
に
つ
い
て
の
段
取
り
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ

の
書
簡
は
、
冒
頭
に
一
九
二
九
年
十
二
月
二
十
九
日
の
マ
イ
ヤ
ー
宛
タ
イ
ゲ
書

簡
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
タ
イ
ゲ
の
書
簡
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は
書
簡
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
の
目
的
を
解
明
す
る
手
が
か
り

が
、『ReD

』
特
別
号
の
言
語
選
択
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第
二
章
に
お
い
て

は
、『ReD

』
特
別
号
の
使
用
言
語
に
つ
い
て
の
マ
イ
ヤ
ー
の
要
求
が
細
か
く
記

さ
れ
た
一
九
三
〇
年
二
月
六
日
付
タ
イ
ゲ
宛
書
簡
を
手
掛
か
り
に
、
こ
の
特
別

号
に
期
待
さ
れ
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
．『R

eD

』バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
と「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」

二
―
一
．
言
語
選
択
を
め
ぐ
る
問
題

『ReD

』
は
国
際
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
雑
誌
で
あ
り
、
表
紙
や
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
は
通
常
チ
ェ
コ
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
以
外
の
号
の
本
文
は
主
に
チ
ェ
コ
語
で
書
か
れ
て

お
り
、
外
国
語
で
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
多
く
は
詩
を
掲
載
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ー
ポ
ー
（Philippe Soupault, 

1897-1990

）
の
詩
の
フ
ラ
ン
ス
語
原
文（

（3
（

や
、
ヴ
ィ
ー
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
ネ
ズ
ヴ
ァ

ル
（V

ítězslav N
ezval, 1900-1958

）
の
詩
の
ド
イ
ツ
語
訳（

（3
（

が
掲
載
さ
れ
た
例
が

あ
る
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
以
外
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
外
の
動
向
に
つ
い
て

の
特
集
が
組
ま
れ
た
例
と
し
て
、
一
九
二
九
年
二
月
に
発
行
さ
れ
た
第
二
巻
第

六
号
の
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
特
集
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
号
で
は
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト

マ
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（Filippo T

om
m

aso M
arinetti, 1876-1944

）
の
「
正
確

な
詩（Poem

a preciso

）」が
イ
タ
リ
ア
語
で
、「
詩
的
機
械（m

acchine lirique

）」

が
フ
ラ
ン
ス
語
で
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。し
か
し
、そ
の
後
に
タ
イ
ゲ
に
よ
る
チ
ェ

の
内
容
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
タ
イ
ゲ
側
か
ら
『ReD

』
の

内
容
に
関
す
る
何
ら
か
の
提
案
か
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
マ
イ
ヤ
ー

の
返
信
の
文
面
か
ら
、
そ
の
内
容
は
、『ReD

』
に
掲
載
し
た
い
と
望
む
記
事
な

い
し
写
真
・
図
版
の
資
料
を
送
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
タ
イ
ゲ
の
デ
ッ
サ
ウ
訪
問
に
合
わ
せ
て
よ
り
具
体
的

な
内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

一
九
三
〇
年
二
月
六
日
付
書
簡（

（3
（

の
内
容
は
、
す
べ
て
が
『ReD

』
誌
の
相
談

に
割
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
に
は
特
別
号
に
つ
い
て
の
マ
イ
ヤ
ー
の
要
望
が

箇
条
書
き
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
使
用
言
語
の
選
択
に
つ
い
て
も
細
か

く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
―
一
に
お
い
て
詳
し
く
掘
り
下
げ
る
。

『ReD

』特
別
号
刊
行
前
最
後
の
書
簡
は
一
九
三
〇
年
二
月
十
四
日
書
簡
で
あ

る
。
こ
こ
で
マ
イ
ヤ
ー
は
『ReD

』
の
た
め
の
最
後
の
素
材
と
し
て
《
デ
ッ
サ

ウ
＝
テ
ル
テ
ン
・
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
》
や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
製
造
さ
れ
た
折
り
た
た

み
式
の
椅
子
の
写
真
を
添
付
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
三
月
二
十
四

日
付
書
簡
に
お
い
て
、
マ
イ
ヤ
ー
は
完
成
し
た
『ReD

』
特
別
号
に
つ
い
て
の

感
想
を
綴
っ
て
い
る
。
彼
は
集
団
作
業
で
行
わ
れ
た《
デ
ッ
サ
ウ
＝
テ
ル
テ
ン
・

ジ
ー
ド
ル
ン
ク
》
の
写
真
や
、
ア
ン
ト
ニ
ー
ン
・
ウ
ル
バ
ン
（A

ntonín U
rban, 

1906-1938

）
と
ア
リ
ー
・
シ
ャ
ロ
ン
（A

rieh Sharon, 1900-1984

）
に
よ
る
学
校

計
画
の
設
計
図
に
自
分
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
不
満
に
思
い
な
が
ら

も
、「
全
体
と
し
て
は
と
て
も
共
感
で
き
る
も
の
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る（

（3
（

。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、お
よ
そ
一
年
の
期
間
を
か
け
て
完
成
し
た『ReD

』

特
別
号
だ
が
、
こ
の
特
別
号
が
何
を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
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コ
語
の
記
事「
Ｆ
．
Ｔ
．
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ +

イ
タ
リ
ア
の
現
代 +

世
界
の
未
来

派
（F. T

. M
arinetti +italská m

oderna +světový futurism
us

）」
が
二
十
ペ
ー

ジ
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る（

（3
（

。
他
国
の
動
向
を
取
り
上
げ
た
他
の
例
と
し
て
は
、

他
に
一
九
二
七
年
第
一
巻
第
二
号
で
の
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
文
化
活
動

十
周
年
（10 let kulturní práce Sovětského Ruska

）」
特
集
や
一
九
二
八
年
第

二
巻
第
三
巻
の
「
ギ
ヨ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
遺
産
（Pam

átce Guillaum
ea 

A
pollinairea

）」、
一
九
三
〇
年
第
三
巻
第
八
号
の
フ
ラ
ン
ス
の
前
衛
グ
ル
ー
プ

「
ル
・
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
」
の
特
集
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
本
文
は
主
に
チ
ェ
コ

語
で
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
チ
ェ
コ
語

で
本
文
が
書
か
れ
た
原
稿
は
マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」
と
編
集
部

の
注
記
の
み
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
、
他
の
号
で
通
常
併
記
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
コ

語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
の
三
言
語
で
は
な
く
、
チ
ェ
コ
語
と
ド
イ
ツ
語

の
二
言
語
と
な
っ
て
お
り
、
本
号
は
ド
イ
ツ
語
を
主
要
な
言
語
と
し
て
用
い
て

い
る
と
い
う
点
で
、『ReD

』
の
他
の
号
と
比
べ
て
異
質
で
あ
る
。

こ
の
通
常
の
『ReD

』
と
は
異
な
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
の
言
語
選
択
に
、本

特
別
号
刊
行
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
意
図
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る

の
が
以
下
に
引
用
し
た
一
九
三
〇
年
二
月
六
日
の
タ
イ
ゲ
宛
マ
イ
ヤ
ー
書
簡
で

あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
書
簡
に
て
『ReD

』
特
集
号
に
つ
い
て
の
要
望
を
箇

条
書
き
の
形
で
タ
イ
ゲ
に
示
し
て
い
る
。

１
）
文
章
：
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
に
オ
ッ
テ
ィ
・
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
る
壁

紙
部
門
に
つ
い
て
の
原
稿
の
み
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
―
あ
な
た
は
同

封
し
た
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
の
原
稿
「
写
真
の
現
在
の
状
況
」
を
受
け
取
り

ま
す
。
も
し
こ
の
原
稿
を
ド
イ
ツ
語
で
掲
載
で
き
る
な
ら
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

友
の
会
の
興
味
に
と
っ
て
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

学
生
の
代
表
者
で
あ
る
ア
ル
ベ
ル
ト
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

週
間
の
間
に
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

彼
は
、
私
の
指
示
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
集
中
的
に
改
稿
し
ま
し
た
。
そ
の

原
稿
は
あ
な
た
が
デ
ッ
サ
ウ
で
起
草
し
た
原
稿
に
類
似
し
た
対
比
を
含
ん

で
い
る
た
め
、『ReD

』
へ
の
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
私
の
判
断
で
は
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
原
稿
は
ド
イ
ツ
語
で
、
あ
な
た
の
原

稿
は
チ
ェ
コ
語
で
印
刷
さ
れ
る
べ
き
、ま
た
は
そ
の
逆
に
す
べ
き
で
す
。も

し
あ
な
た
が
一
人
の
学
生
の
見
解
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
な
ら
、
友
の
会

の
会
員
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
寄
稿
文
と
し
て
、私
の
論
文
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」
を
チ
ェ

コ
語
に
翻
訳
す
る
計
画
を
あ
な
た
は
お
持
ち
で
し
た
。
こ
の
判
断
に
つ
い

て
は
、
喜
ん
で
あ
な
た
に
委
ね
ま
す
。

２
）
通
知
欄
：
質
問
：
友
の
会
の
た
め
に
、
通
知
欄
に
お
知
ら
せ
を
確

実
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
ま
た
こ
の
機
関
の
最
新
の
声

明
（
展
覧
会
、
講
演
な
ど
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
た
だ
し
ど
ち
ら
も
単
な
る
お
願
い
で
あ
り
、
必
須
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
原
稿
と
は
、
文
章
の
最
後
に
「
一
九
三
〇
年

一
月
デ
ッ
サ
ウ
」
と
の
記
述
の
あ
る
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
（D

eset let 

Bauhaus

）」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
ゲ
は
一
九
三
〇
年
一
月
二

十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
特
別
授
業
を
行
っ
て
お
り
、「
バ

ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」は
こ
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
の
十
年
」
は
一
九
三
〇
年
四
月
、
タ
イ
ゲ
が
編
集
に
関
与
し
て
い
た
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
建
築
雑
誌
『
ス
タ
ヴ
バ
』
第
十
号
に
チ
ェ
コ
語
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
一
方
を
ド
イ
ツ
語
、
も
う
一
方
を
チ
ェ
コ
語
で
発
表

す
る
」
と
い
う
マ
イ
ヤ
ー
の
希
望
は
、
媒
体
は
違
え
ど
も
実
現
し
た
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
は
、
マ
イ
ヤ
ー
の
要
望
に
沿
う

形
で
の
言
語
選
択
が
行
わ
れ
た
。

一
方
で
、
実
際
に
発
刊
さ
れ
た
『ReD

』
特
別
号
の
巻
末
に
は
、
こ
の
言
語

選
択
に
つ
い
て
マ
イ
ヤ
ー
の
書
簡
と
は
別
の
説
明
が
チ
ェ
コ
語
で
付
さ
れ
て
い

る
。

編
集
部
注
記
：
現
代
的
創
造
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ウ
の
単
科
大
学
「
バ
ウ

ハ
ウ
ス
」
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
の
号
に
関
し
て
は
、
こ
の
三
十
二
ペ
ー
ジ
に

掲
載
で
き
る
よ
り
も
多
く
の
図
や
文
章
の
素
材
が
用
意
さ
れ
た
。
ス
ペ
ー

ス
不
足
の
た
め
、
Ｗ
．
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
と
フ
リ
ッ
ツ
・
ク
ー
ル
の
数
枚

の
写
真
、
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ル
ン
ト
の
家
具
の
写
真
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー

と
Ｌ
．
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
絵
画
、
Ｌ
．
ヒ
ル
ベ
ル
ザ
イ
マ
ー
の
建
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
、
我
々
は
次
の
号
の
い
ず
れ
か
に
ま
で
延
期
せ
ざ
る
を

３
）
付
録
写
真
面
：
私
は
つ
い
最
近
素
材
の
整
理
を
行
っ
た
の
で
、
あ

な
た
は
製
版
の
た
め
の
最
初
の
発
送
物
を
明
日
に
で
も
受
け
取
り
ま
す
。

残
り
は
二
日
間
の
う
ち
に
続
け
て
届
き
ま
す
。

４
）
質
問
：
封
筒
の
た
め
の
下
図
は
こ
ち
ら
側
で
作
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
、
そ
れ
と
も
あ
な
た
個
人
で
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

最
大
の
挨
拶
を
込
め
て

ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー

同
封
物
：
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
の
原
稿（

（3
（

１
）
で
は
、『ReD

』
に
寄
稿
す
る
文
章
の
言
語
選
択
に
つ
い
て
細
か
な
注
文

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
ヤ
ー
は
ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
の
原
稿
「
写
真
の
現
在

の
状
況
」
を
ド
イ
ツ
語
で
掲
載
し
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
原
稿
と
タ

イ
ゲ
の
原
稿
の
片
方
を
ド
イ
ツ
語
、
も
う
一
方
を
チ
ェ
コ
語
で
刊
行
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ゲ
は
マ
イ
ヤ
ー
が
執
筆
し
た
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス

と
社
会
」
を
チ
ェ
コ
語
に
翻
訳
し
て
掲
載
し
た
い
と
以
前
か
ら
望
ん
で
い
た
こ

と
が
明
か
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
掲
載
に
関
し
て
の
判
断
を
タ
イ
ゲ

に
任
せ
る
と
し
て
い
る
。

実
際
の
『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
概
観
す
る
と
、

マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
」
が
チ
ェ
コ
語
、ペ
ー
タ
ー
ハ
ン
ス
の
「
写

真
の
現
在
の
状
況
」、
ベ
ル
ガ
ー
の
「
室
内
の
生
地
」、
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
「
バ
ウ

ハ
ウ
ス
人
か
ら
学
生
へ
」
が
ド
イ
ツ
語
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
書
簡
に

記
載
の
あ
る
、
タ
イ
ゲ
が
デ
ッ
サ
ウ
で
起
草
し
た
原
稿
に
つ
い
て
は
『ReD

』
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ウ
ス
の
紹
介
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
綴
っ
て
い
る
。

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、他
の
書
簡
に
お
い
て
も
散
見

さ
れ
る
。一
―
二
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
一
九
二
九
年
十
二
月
前
出
書
簡
で
、マ

イ
ヤ
ー
は
『ReD

』
の
通
常
の
発
行
部
数
（
一
四
〇
〇
部
）
に
加
え
て
追
加
で
一

〇
〇
〇
部
を
引
き
受
け
る
用
意
が
あ
る
と
綴
っ
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
五
〇
〇

部
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
向
け
、
二
〇
〇
部
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー
向
け
、

三
〇
〇
部
が
関
心
の
あ
る
者
・
訪
問
者
へ
の
分
配
用
で
あ
り
、
追
加
の
発
行
分

の
う
ち
半
数
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
に
向
け
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

仮
に
計
画
通
り
二
四
〇
〇
部
す
べ
て
が
発
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

友
の
会
の
た
め
の
発
行
分
は
全
体
の
二
割
以
上
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
一
九
三
〇
年
二
月
十
四
日
付
書
簡
に
お
い
て
マ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
一

〇
〇
〇
部
の
追
加
分
に
つ
い
て
、「『
友
の
会
』
の
間
で
お
金
を
用
意
す
る
た
め

に
、
一
〇
〇
〇
部
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
号
の
最
終
的
な
条
件
を
公
表
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。
友
の
会
の
た
め
の
特
別
な
封
筒
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
が
あ

な
た
に
住
所
の
資
料
を
送
付
し
プ
ラ
ハ
か
ら
発
送
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
、
デ
ッ
サ
ウ
か
ら
我
々
自
ら
行
う
こ
と
を
ご
希
望
で
し
ょ
う
か
」
と

記
し
て
お
り（

（4
（

、『ReD

』
特
別
号
が
「
友
の
会
」
に
向
け
て
発
送
さ
れ
る
準
備
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
な
い
し
「
友
の
会
」
と

は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
一
九
二
四

年
に
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
同
会
は
マ
イ
ヤ
ー
時
代
も
存
続
し
て
お
り
、
一

九
二
九
年
に
発
行
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
機
関
誌
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
第
三
巻
第
二

得
な
か
っ
た
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
た
め
、
編
集
部
の
た
め
に
書
か
れ

た
寄
稿
文
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
の
号
の
記
事
に
、
チ
ェ
コ
語
の
翻
訳

は
付
記
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
チ
ェ
コ
語
訳
を
次
号
以
降
に
付
け
加
え

る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
号
の
す
べ
て
の
挿
図
（
五
枚
を
除
く
）
は
こ
れ
ま

で
ど
こ
に
も
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
複
製
と
翻
訳
の
権
利
は
編
集
部
と
バ

ウ
ハ
ウ
ス
に
留
保
さ
れ
る（

（4
（

。

つ
ま
り
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
た
た
め
に
チ
ェ
コ
語
の
翻
訳
を
掲
載
で
き
な

か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
チ
ェ
コ
語
訳
を
省
略
し
て
で
も
ド

イ
ツ
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
を
掲
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
よ
り
後
の
『ReD

』
誌
を
参
照
し
て

も
原
稿
の
チ
ェ
コ
語
訳
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
前
出
の
二
月
六
日
の
書
簡
の

内
容
か
ら
推
測
す
る
と
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
多
く
が

ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
理
由
は
、
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
要
望
の
結
果
で
あ
る
と
み
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
マ
イ
ヤ
ー
は
自
身
の
論
文
以
外
を
ド
イ
ツ
語
で
掲
載
す
る
こ
と

を
望
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
次
項
で
は
、
こ
の
マ
イ
ヤ
ー
の
言
語
選
択
の
理
由
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

二
―
二
．
ド
イ
ツ
語
話
者
に
向
け
た
媒
体
と
し
て

マ
イ
ヤ
ー
は
言
語
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
の
興
味

の
た
め
、
と
述
べ
、
通
知
欄
に
も
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
の
た
め
に
バ
ウ
ハ
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号
を
参
照
す
る
と
、
そ
の
理
事
会
会
員
に
は
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ペ
ト
ル
ス
・
ベ
ル

ラ
ー
ヘ
（
建
築
家
）、
ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
（
建
築
家
）、
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ッ

シ
ュ
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）、
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
（
画
家
）、
ハ
ン
ス
・
ド

リ
ー
シ
ュ
（
生
物
学
者
・
哲
学
者
）、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
物
理

学
者
）、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
オ
イ
レ
ン
ベ
ル
ク
（
劇
作
家
・
小
説
家
）、
エ
ト
ヴ
ィ
ン
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
（
建
築
家
・
バ
ウ

ハ
ウ
ス
前
校
長
）、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
（
劇
作
家
・
小
説
家
）、
ユ
リ
ウ

ス
・
ホ
フ
マ
ン
（
建
築
家
）、
オ
ス
カ
ー
・
コ
コ
シ
ュ
カ
（
画
家
）、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
（
科
学
者
）、
ハ
ン
ス
・
ペ
ル
ツ
ィ
ヒ
（
建
築
家
）、
ア
ル

ノ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
（
作
曲
家
）、
ア
ド
ル
フ
・
ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
（
建

築
家
）、
ユ
ゼ
フ
・
ス
ト
シ
ゴ
フ
ス
キ
（
美
術
史
家
）、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ル
（
劇
作
家
・
小
説
家
）
が
名
を
連
ね
て
い
る（

（4
（

。
年
会
費
は
一
九
二
九
年
時
点
で

十
マ
ル
ク
、
永
久
会
員
に
な
る
に
は
一
〇
〇
マ
ル
ク
の
支
払
い
が
必
要
で
あ
り
、

特
典
と
し
て
年
四
号
の
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
誌
の
購
読
権
や
、
と
友
の
会
の
催
し

で
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た（

（4
（

。上
記
十
八
人
の
理
事
会
会
員
の
う
ち
、ベ

ル
ラ
ー
ヘ
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
を
除
く
十
六
人
が
ド
イ
ツ
語
話
者
で
あ
る
点
を
考
慮

す
る
と
、
マ
イ
ヤ
ー
の
言
語
選
択
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
を
は
じ
め
と
す

る
ド
イ
ツ
語
話
者
を
念
頭
に
置
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス

友
の
会
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
三
通
の
手
紙
は
、『ReD

』
特
別
号
が
「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
友
の
会
」
を
意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

な
お
『ReD

』
特
別
号
掲
載
の
文
章
の
う
ち
、
マ
イ
ヤ
ー
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス

と
社
会
」
だ
け
は
チ
ェ
コ
語
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
『ReD

』

特
別
号
に
先
立
つ
一
九
二
九
年
一
月
に
ド
イ
ツ
語
で
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
第
三
巻

第
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
の
購
読
者
で
あ
っ
た
「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
友
の
会
」
会
員
に
対
し
て
は
ド
イ
ツ
語
で
発
表
す
る
理
由
が
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
は
チ
ェ
コ
語
お
よ
び
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

語
話
者
の
他
、
ド
イ
ツ
語
が
母
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
系
・
ユ
ダ
ヤ
系
の
住
民
も
多

く
居
住
し
て
い
た
。
一
九
二
一
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
系
の
住
民

は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
人
口
全
体
の
二
十
三
・
六
％
を
占
め
て
い
た（

（4
（

。
ま

た
、
知
識
階
級
・
中
上
流
階
級
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
語
の
読
み
書
き
が
で
き
る

チ
ェ
コ
系
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
系
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
等
の
住
民
も
多
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
多
く
の
文
章
が
ド
イ
ツ
語
で
掲
載
さ
れ
た
『ReD

』

バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
向
け
の
媒
体
と
し
て
も
機
能

し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、マ
イ
ヤ
ー
の
書
簡
資
料
か
ら
推
測
す
る
に
、本

号
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
の
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
ド
イ
ツ
国
内
の
ド
イ

ツ
語
話
者
を
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
そ
の
た
め
に
ド
イ
ツ
語
主
体
の
言
語

選
択
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、マ
イ
ヤ
ー
は
わ
ざ
わ
ざ
ド
イ
ツ
国
外
の
雑
誌
を
用
い
て
、ド

イ
ツ
語
話
者
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
支
持
者
に
向
け
た
発
信
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

続
く
第
三
章
に
お
い
て
、『ReD

』
特
別
号
が
企
画
さ
れ
た
背
景
に
は
マ
イ
ヤ
ー

が
行
っ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
が
あ
り
、『ReD

』
特
別
号
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
の

内
向
き
の
宣
伝
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
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三
．『R

eD

』
特
別
号
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革
の
宣
伝

三
―
一
．
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革

マ
イ
ヤ
ー
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
四
月
十
七
日
、
当
時
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
オ
ス

カ
ー
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
（O

skar Schlem
m

er, 1888-1943

）
が
画
家
の
オ
ッ
ト
ー
・

マ
イ
ヤ
ー
＝
ア
ム
デ
ン
（O

tto M
eyer-A

m
den, 1885-1933

）
に
宛
て
た
手
紙
に

よ
れ
ば
、
マ
イ
ヤ
ー
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、「
工
芸
的
に
過
ぎ
る
」、「
ド
ル

ナ
ッ
ハ
的
で
あ
る
」、「
装
飾
的
な
美
意
識
」
な
ど
の
批
判
的
な
評
価
を
し
て
い

た
と
い
う（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
建
築
や
デ
ザ

イ
ン
を
過
度
に
美
学
的
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
は
、
校
長
就

任
後
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
組
織
改
革
に
着
手
し
、
工
房
の
再
編
成
や
科
学
的
分
析
と

専
門
知
識
に
基
づ
く
建
築
教
育
の
確
立
を
試
み
た
。
予
備
教
育
は
ク
レ
ー
、
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ア
ル
バ
ー
ス
、
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
ら
を
中
心
と
す
る
教
育
に
、

工
房
教
育
は
織
物
部
門
・
広
告
部
門
・
内
装
部
門
・
建
築
部
門
に
再
編
さ
れ
た（

（4
（

。

再
編
さ
れ
た
工
房
で
は
「
可
能
な
限
り
の
経
済
性
」、「
各
部
門
の
自
主
管
理
」、

「
生
産
的
教
育
」
の
三
つ
が
主
要
な
指
針
と
さ
れ
、
こ
の
指
針
の
下
、
内
装
部

門
で
は
、安
価
な
合
板
を
多
用
し
た
折
り
畳
み
可
能
の
家
具
に
代
表
さ
れ
る
、経

済
性
と
機
能
性
を
重
視
し
た
家
具
の
生
産
が
行
わ
れ
た（

（4
（

。

こ
う
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
と
同
時
に
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
経
済
的
基

盤
も
強
化
さ
れ
た
。内
装
部
門
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
壁
紙
」

は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
ラ
ッ
シ
ュ
（Rasch

）
社
で
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
が
行
わ
れ
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
た（

（4
（

。
ま
た
織
物
部
門

も
ベ
ル
リ
ン
の
繊
維
会
社
ポ
リ
テ
ク
ス
（Polytex

）
社
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

結
ん
だ（

（5
（

。
広
告
部
門
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
た
会
社
の
広
告
や
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
手
掛
け
た
り
、
各
種
展
示
会
の
注
文
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
で
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
生
産
的
収
入
の
た
め
に
活
動
し
た（

（5
（

。
こ
う
し
た
改
革
の
結
果
、
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
年
間
生
産
高
は
マ
イ
ヤ
ー
の
校
長
時
代
に
約
二
倍
と
な
り
、
利
益
の

面
で
も
最
も
繁
栄
し
た
時
期
と
な
っ
た（

（5
（

。

三
―
二
．
内
向
的
な
宣
伝
媒
体
と
し
て
の
『ReD

』
特
別
号

以
上
の
よ
う
な
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
を
マ
イ
ヤ
ー
は
積
極
的
に
宣
伝
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
移
動
展
覧
会
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
展

（D
ie W

anderausstellung 10 Jahre Bauhaus

）の
実
施
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会

は
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
、
バ
ー
ゼ
ル
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
現

在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
）、デ
ッ
サ
ウ
、エ
ッ
セ
ン
、マ
ン
ハ
イ
ム
、チ
ュ
ー

リ
ヒ
（
以
上
開
催
順
）
を
巡
っ
た
展
覧
会
で
あ
る
。
展
覧
会
の
内
容
は
、「
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
十
年
」
と
い
う
名
前
に
反
し
て
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
十
年
の
間
に
生
み

出
し
た
成
果
の
紹
介
で
は
な
く
、
マ
イ
ヤ
ー
時
代
の
生
産
物
や
教
育
の
紹
介
に

割
か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
展
覧
会
は
マ
イ
ヤ
ー
の
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
業
績
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
あ
っ
た（

（5
（

。

本
展
覧
会
の
展
示
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
（
挿
図
２
、３
）、
マ

ン
ハ
イ
ム
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
の
展
示
風
景
を
収
め
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
写
真
に
は
織
物
、
壁
紙
、
家
具
、
金
属
製
品
と
い
っ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
製



79

品
を
展
示
す
る
様
子
（
挿
図
２
）
や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
内
容
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
（
挿
図
３
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
生

産
の
強
化
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
編
は
い
ず
れ
も
マ
イ
ヤ
ー
校
長
時
代
に
行

わ
れ
た
改
革
で
あ
り
、
こ
の
展
示
風
景
は
、
本
展
覧
会
が
、
マ
イ
ヤ
ー
の
手
に

よ
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
改
革
を
宣
伝
す
る
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
端
的
に

示
し
て
い
る
。

ま
た
、バ
ー
ゼ
ル
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
展
覧
会
は
カ
タ
ロ
グ
が
現
存
す
る
が
、こ

の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
か
ら
も
「
マ
イ
ヤ
ー
の
手
に
よ
る
バ
ウ
ハ
ウ

ス
改
革
の
成
功
」
を
印
象
付
け
る
た
め
の
展
覧
会
と
い
う
性
格
が
読
み
取
れ
る
。

バ
ー
ゼ
ル
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
カ
ー
ラ
イ
・
エ
ル
ネ
ー
（
エ
ル
ン
ス

ト
・
カ
ー
ラ
イ
、K

állai Ernő/Ernst K
állai, 1890-1954

）
に
よ
る
紹
介
文
で
は
、

グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
あ
る
程
度
評
価
し
つ
つ
も
、
一
方
で
美
学

性
へ
の
偏
向
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
に
一

部
示
さ
れ
て
い
た
合
理
性
へ
の
方
向
付
け
が
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
よ
り
強
化
・

徹
底
さ
れ
た
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、文
章
の
最
後
を
「
産
業
技
術
と
、そ

の
優
れ
た
材
料
の
美
学
的
可
能
性
は
幻
惑
的
で
豪
華
で
あ
る
。
し
か
し
バ
ウ
ハ

ウ
ス
は
手
工
業
的
な
方
式
で
あ
れ
機
械
的
な
方
式
で
あ
れ
、
贅
沢
さ
で
は
な
く

幅
広
い
民
衆
の
共
同
体
の
必
要
性
に
奉
仕
す
る
も
の
に
な
っ
た
」
と
締
め
く
く

る（
（5
（

。
こ
れ
は
「
贅
沢
品
の
需
要
で
は
な
く
民
衆
の
需
要
」
と
い
う
マ
イ
ヤ
ー
の

姿
勢
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
一
方
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
ス

イ
ス
の
芸
術
理
論
家
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Georg Schm

idt, 1896-1965

）

の
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
決
定
的
な
の
は
、
こ
ん
に

挿図２　�バーゼル工芸博物館「バウハウス・デッサ
ウ」展：織物と家具（ヨーゼフ・アルバー
スによる折りたたみ机《ti 244》を含む）
の展示、1929年４月21日～1929年５月20日、
写真：バウハウス・アルヒーフ（Inv. Nr. 
10386/5）.

挿図３　�バーゼル工芸博物館「バウハウス・デッサ
ウ」展：シュレンマー、カンディンスキー、
クレーの教育活動の展示、1929年４月21日
～1929年５月20日、写真：バウハウス・ア
ルヒーフ（Inv. Nr. 10386/1）.
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ち
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
目
指
し
て
い
る
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
目
的
は
『
様

式
の
克
服
』
と
い
う
常
套
句
で
は
正
確
に
表
し
得
な
い
。
た
だ
、
徹
底
的
に
こ

う
言
う
こ
と
だ
け
は
で
き
る
。
即
ち
、
目
的
は
『
様
式
を
失
う
こ
と
』
な
の
で

あ
る
！
［
中
略
］
単
純
か
つ
率
直
に
言
え
ば
、
現
実
に
向
き
合
う
こ
と
が
バ
ウ

ハ
ウ
ス
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ（

（5
（

、
現
在
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
様
式
化
に
抗
い
、
合
理

性
・
実
用
性
の
重
視
に
舵
を
切
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
展
覧
会
は
現
在
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

教
育
内
容
や
製
品
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
バ
ー
ゼ
ル
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
カ
ー
ラ
イ
の
文
章
は
美
学
性
が
強

調
さ
れ
た
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
か
ら
合
理
的
な
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス

へ
の
転
換
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
ヤ
ー
の
建
築
や
造
形
、
教
育
へ
の

思
想
を
広
報
す
る
目
的
で
展
覧
会
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

チ
ュ
ー
リ
ヒ
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
文
章
も
、
様
式
の
放
棄

と
実
用
性
へ
の
転
換
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
カ
ー
ラ
イ
の
文
章
と
同
様
の
流

れ
を
汲
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
移
動
展
覧
会
と
同
様
に
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
か
ら
の
転
換
と
マ

イ
ヤ
ー
時
代
の
改
革
を
謳
っ
た
文
章
と
し
て
、
二
―
一
で
取
り
上
げ
た
タ
イ
ゲ

に
よ
る
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
は
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
移
動
展
覧
会
の
内
容
を
中
心
に
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス

を
紹
介
す
る
文
章
で
あ
る
。
タ
イ
ゲ
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
を
「
中
欧
に
お
け

る
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
の
歴
史
」
と
称
し
て
、
一
九
一
九
年
の
バ
ウ
ハ
ウ

ス
開
設
か
ら
一
九
三
〇
年
現
在
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
て
い
る
。
タ
イ
ゲ
は
、
開

設
当
初
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
い
ま
だ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ル
と
美
術
工
芸
の
影

響
下
に
あ
り
、
ま
た
表
現
主
義
と
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
・
構
成
主
義
、
新
造

形
主
義
の
十
字
路
で
あ
っ
た
と
表
現
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
三
年
の
「
ヴ
ァ

イ
マ
ル
の
国
立
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
展
以
降
を
「
形
式
的
装
飾
性
の
時
代
」
と
し
、日

用
品
の
形
態
自
体
が
「
芸
術
」
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
よ
り
機
能

主
義
的
な
方
向
へ
と
進
路
を
取
り
、「
生
物
学
的
」
手
法
を
取
り
入
れ
た
マ
イ

ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
高
く
評
価
す
る（

（5
（

。

マ
イ
ヤ
ー
は
先
に
引
用
し
た
一
九
三
〇
年
二
月
六
日
付
け
の
タ
イ
ゲ
宛
書
簡

に
お
い
て
、
タ
イ
ゲ
が
デ
ッ
サ
ウ
で
起
草
し
た
原
稿
は
メ
ン
ツ
ェ
ル
が
執
筆
し

た
原
稿
と
類
似
し
た
対
比
が
含
ま
れ
る
と
書
い
て
い
る
。
タ
イ
ゲ
が
起
草
し
た

原
稿
の
明
確
な
表
題
は
書
簡
内
で
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
―
一
で
詳
し

く
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
原
稿
と
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
を
指
す
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
原
稿
は
『ReD

』
特
別
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
か
ら
学
生
へ
」
を
指
す
。
実
際
に
、
タ
イ
ゲ
の
「
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
十
年
」
と
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
か
ら
学
生
へ
」
を
比
較

す
る
と
、
マ
イ
ヤ
ー
が
書
簡
で
綴
っ
て
い
る
よ
う
に
、
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。

メ
ン
ツ
ェ
ル
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
か
ら
学
生
へ
」
で
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
抽
象

芸
術
や
ダ
ダ
、
表
現
主
義
、
神
秘
主
義
の
「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
が
基
礎
に

あ
っ
た
初
期
段
階
か
ら
「
円
は
青
、
正
方
形
は
赤
、
三
角
形
は
黄
色
」
と
い
っ

た
ド
グ
マ
が
支
配
し
て
い
た
時
代
を
経
て
、
は
じ
め
て
教
育
機
関
と
な
っ
た
と

い
う
流
れ
を
述
べ
、
最
後
に
現
在
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
状
況
を
説
明
し
て
終
わ
る
、

と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る（

（5
（

。
こ
れ
を
タ
イ
ゲ
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
と
比
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較
す
る
と
、
諸
芸
術
が
混
交
す
る
時
代
か
ら
機
能
主
義
へ
の
転
向
を
経
て
、
マ

イ
ヤ
ー
の
時
代
に
至
る
、
と
い
う
大
ま
か
な
流
れ
と
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
時
代
か

ら
の
転
換
を
強
調
し
て
い
る
点
で
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『ReD
』
特
別
号
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
他
の
文
章
も
、人
物
の
選
択
や
内
容
か

ら
、
マ
イ
ヤ
ー
が
主
導
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
の
内
容
に
沿
っ
た
選
択
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
写
真
の
現
在
の
状
況
」を
執
筆
し
た
ペ
ー
タ
ー
ハ

ン
ス
は
、
マ
イ
ヤ
ー
が
ほ
か
の
工
房
以
上
に
注
力
し
て
い
た（

（5
（

広
告
部
門
の
教
員

と
し
て
一
九
二
九
年
に
招
聘
し
た
写
真
家
で
あ
る
。
ま
た
当
時
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の

織
物
部
門
の
学
生
で
あ
っ
た
オ
ッ
テ
ィ
・
ベ
ル
ガ
ー
は
、『ReD

』
特
別
号
掲
載

の
「
室
内
の
生
地
」
に
お
い
て
、「
我
々
は
生
地
に
お
け
る
色
彩
と
素
材
、
色
彩

と
構
造
の
間
の
関
係
を
研
究
し
、
こ
れ
ら
の
生
地
の
た
め
の
手
段
が
も
た
ら
す

可
能
性
が
無
限
大
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る（

（6
（

」
と
記
し
て
い
る
。
マ
グ
ダ
レ
ー

ナ
・
ド
ロ
ス
テ
は
、「
室
内
の
生
地
」
か
ら
分
析
を
重
視
し
美
学
や
芸
術
と
い
う

言
葉
を
避
け
て
い
る
姿
勢
を
読
み
取
っ
て
い
る（

（6
（

。
ま
た
、
一
九
二
八
年
の
『
バ

ウ
ハ
ウ
ス
』
誌
二
／
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
伝
統
的
な

『
芸
術
』
と
新
し
い
意
味
で
の
『
造
形
』
の
間
の
違
い
を
あ
な
た
は
ど
こ
に
見

出
し
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
た
ベ
ル
ガ
ー
は
、「
伝
統
的
な
芸
術
や
新
し
い
意
味
で

の
造
形
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、『
伝
統
的
な
も
の
』
は
決
し
て
芸
術
で

は
な
い
か
ら
で
す
。［
中
略
］芸
術
家
に
な
る
た
め
に
は
絵
画
を
描
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。［
中
略
］
芸
術
家
に
な
る
た
め
に
は
、芸
術
家
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
す
で
に
芸
術
家
で
あ
る
者
が
芸
術
家
に
な
る
た
め
に
は
バ
ウ
ハ
ウ

ス
に
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
『
芸
術
家
』
を
再
び
一
人
の
人

間
に
戻
す
こ
と
、
そ
れ
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
使
命
な
の
で
す（

（6
（

」
と
答
え
た
。
こ
う

し
た
ベ
ル
ガ
ー
の
分
析
的
見
解
や
芸
術
へ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
態
度
は
、
科
学
的

分
析
を
重
視
し
「
す
べ
て
の
芸
術
は
秩
序
で
あ
る（

（6
（

」
と
述
べ
た
マ
イ
ヤ
ー
の
姿

勢
と
相
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
九
二
九
年
十
二
月
十
八
日
の
タ
イ
ゲ
宛
書
簡
に
お
い
て
、
マ
イ

ヤ
ー
は
「
カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
氏
は
一
九
三
〇
年
二
月
に
彼
が
刊
行
す
る
雑
誌

『ReD

』（
プ
ラ
ハ
）
に
お
い
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
新
し
い
活
動
に
つ
い
て
の
特
集

号
を
発
行
す
る
」
と
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『ReD

』
で
組
ま

れ
る
特
集
の
内
容
が
、
単
に
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
」
で
は
な
く
、「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
の
新
し
い
活
動
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は

『ReD

』
が
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
で
刷
新
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
紹
介
を
行
う
媒

体
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
は
、「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
展

と
同
様
の
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
で
行
わ
れ
た
改
革
を
宣
伝
す
る
た
め
の
構
成
が
と

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
美
学
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
か
ら
科

学
的
か
つ
機
能
主
義
的
な
マ
イ
ヤ
ー
時
代
へ
の
転
換
を
印
象
付
け
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
展
が
主
に
対
外
的
な
宣
伝
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、『ReD

』
特
別
号
は
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
会
員

に
向
け
た
、
い
わ
ば
内
向
的
な
宣
伝
媒
体
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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三
―
三
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国
際
性
と
『ReD

』
特
別
号

バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
の
内
向
き
の
宣
伝
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
雑
誌
で
行

わ
れ
た
理
由
に
は
、
マ
イ
ヤ
ー
の
国
際
性
志
向
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
自
体
の
国
際
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
六
年
に
ス
イ
ス
の
雑
誌
『
ダ
ス
・
ヴ
ェ
ル
ク

（D
as W

erk
）』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
新
世
界
（D

ie neue W
elt

）」
に
お
い
て
、

マ
イ
ヤ
ー
は「
我
々
の
住
居
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
移
動
可
能
に
な
っ
て
い
る
。集

合
賃
貸
住
宅
、
寝
台
車
、
居
住
用
ヨ
ッ
ト
、
大
西
洋
横
断
は
、『
故
郷
』
と
い
う

局
地
的
な
概
念
を
侵
食
し
て
い
る
。
祖
国
は
崩
壊
す
る
。
我
々
は
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
を
学
ぶ
。
我
々
は
世
界
市
民
と
な
る（

（6
（

」
と
述
べ
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
思
想

を
表
明
し
て
い
る
。
マ
イ
ヤ
ー
の
こ
う
し
た
国
際
性
志
向
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代

に
も
継
続
し
て
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
九
二
九
年
に
マ
イ
ヤ
ー
が
作
成
し
た
小

冊
子
『
若
人
よ
、
来
た
れ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
へ
！
』
の
「
我
々
バ
ウ
ハ
ウ
ス
人
」
と

題
し
た
ペ
ー
ジ
で
は
以
下
の
よ
う
な
紹
介
が
み
ら
れ
る
。

一
四
〇
人
が
ド
イ
ツ
出
身

八
人
が
ア
ン
ハ
ル
ト
か
ら

七
十
八
人
が
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら

二
十
六
人
が
ザ
ク
セ
ン
か
ら

二
十
八
人
が
他
の
ド
イ
ツ
の
州
か
ら

三
十
人
が
外
国
か
ら
：

八
人
が
ス
イ
ス
人

四
人
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

三
人
が
チ
ェ
コ
人

三
人
が
ロ
シ
ア
人

二
人
が
ア
メ
リ
カ
人

二
人
が
リ
ト
ア
ニ
ア
人

二
人
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

一
人
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

一
人
が
オ
ラ
ン
ダ
人

一
人
が
ト
ル
コ
人

一
人
が
ペ
ル
シ
ャ
人

一
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人

一
人
が
国
籍
喪
失
者
［
後
略
］（

（6
（

人
数
比
を
考
え
る
と
大
半
が
ド
イ
ツ
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
様
々

な
国
籍
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
様
子
を
あ
え
て
前
面
に
出
し
て
い
る
。
ま
た

タ
イ
ゲ
の
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
十
年
」
の
中
に
も
「
こ
ん
に
ち
で
は
多
く
の
異
な

る
国
か
ら
来
た
二
〇
〇
人
以
上
の
学
生
が
こ
こ
（
バ
ウ
ハ
ウ
ス
）
で
活
動
し
て
い

る
。［
中
略
］バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
少
し
で
も
多
く
の
外
国
人
学
生
を
引
き
付
け
る
た

め
に
努
力
し
て
い
る
。
学
生
の
三
分
の
一
が
外
国
人
で
あ
る
（
七
人
の
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
を
含
む
）。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
真
の
バ
ビ
ロ
ン
、コ
ス
モ
ポ
リ
ス
に
な

る
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る（

（6
（

。
フ
ォ
ル
ケ
・
デ
ィ
ー
チ
ュ
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
在

籍
し
た
学
生
の
数
、
性
別
、
国
籍
、
入
学
前
の
経
歴
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
統
計
的
調
査
を
行
っ
て
い
る（

（6
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
学
生
数
全
体
に
お
け
る
外
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国
人
学
生
の
占
め
る
割
合
は
、
一
九
一
九
年
夏
学
期
か
ら
一
九
二
七
／
一
九
二

八
年
冬
学
期
ま
で
の
グ
ロ
ピ
ウ
ス
校
長
時
代
は
最
高
で
も
十
九
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
だ
っ
た
。
し
か
し
マ
イ
ヤ
ー
校
長
時
代
（
一
九
二
八
年
夏
学
期
か
ら
一
九
三
〇
年

夏
学
期
）
は
、
一
九
二
八
年
夏
学
期
は
二
十
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
七
三
人
中

四
十
一
人
）、一
九
二
八
／
一
九
二
九
年
冬
学
期
は
二
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
一

七
六
人
中
四
十
六
人
）、
一
九
二
九
年
夏
学
期
は
十
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
七
三

人
中
三
十
三
人
）、
一
九
二
九
／
一
九
三
〇
年
冬
学
期
は
二
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
（
二
〇
一
人
中
四
十
九
人
）、
一
九
三
〇
年
夏
学
期
は
二
十
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

（
一
八
八
人
中
四
十
四
人
）
で
あ
り（

（6
（

、
全
体
と
し
て
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
よ
り
も
高

い
割
合
で
あ
る
と
言
え
る
。
グ
ロ
ピ
ウ
ス
時
代
か
ら
マ
イ
ヤ
ー
時
代
を
経
て

ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
時
代
に
至
る
ま
で
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
外
国

人
学
生
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
中
で
も
割
合
に
し
て
約
二
割
、
数

に
し
て
三
十
人
以
上
の
外
国
人
学
生
が
常
に
在
籍
し
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
時
代
の

バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
、
国
際
色
の
強
い
機
関
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
根
拠
が
あ
っ

た
と
言
え
る
。

ま
た
当
時
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
特
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関

係
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
デ
ィ
ー
チ
ュ
の
調
査
に
よ
れ

ば
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
出
身
学
生
の
総
数
は
二
十
二
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
諸
外
国
の
中
で
は

ス
イ
ス
（
三
十
八
人
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
二
十
八
人
）
に
次
ぎ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

並
ぶ
数
で
あ
る（

（7
（

。
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ス
ヴ
ォ
ボ
ド
ヴ
ァ
ー
の
著
書（

（7
（

を
参
照
し
、
バ

ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ん
だ
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
の
学
生
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す

る
と
、
二
十
一
人
の
個
人
名
が
特
定
で
き
た
が（

（7
（

、
そ
の
中
で
マ
イ
ヤ
ー
校
長
時

代
に
在
籍
し
た
学
生
は
十
一
人
に
及
ぶ（

（7
（

。
さ
ら
に
、
機
関
誌
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』

に
は
一
九
二
九
年
の
第
三
巻
第
一
号
か
ら
第
三
巻
第
四
号（

（7
（

ま
で
、
巻
頭
の
目
次

の
下
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
製
品
販
売
の
受
け
口
と

し
て
ク
レ
イ
ツ
ァ
ル
の
連
絡
先
と
、『ReD

』
誌
の
広
告
が
入
る
よ
う
に
な
り
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関
係
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関

係
は
、
一
九
三
〇
年
八
月
の
マ
イ
ヤ
ー
解
雇
時
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
新

聞
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
三
日
付
の
プ
ラ
ハ
の
ド
イ
ツ
語
新
聞
『
プ

ラ
ー
ク
日
報
（Prager T

agblatt

）
（
（7
（

』
の
記
事
で
は
、「
彼
［
訳
注
：
マ
イ
ヤ
ー
］

の
二
年
半
の
在
任
期
間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関
係
も

結
ば
れ
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
（
ド
イ
ツ
お
よ
び

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
の
）
学
生
数
の
絶
え
間
な
い
増
加
は
そ
の
顕
著
な
表

れ
で
あ
る（

（7
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
同
じ
内
容
の
記
事
は
同
日
付
の
ド
イ
ツ
語
新

聞
『
プ
ラ
ー
ク
新
聞
（Prager Presse

）』
に
も
掲
載
さ
れ
た（

（7
（

ほ
か
、
プ
ラ
ハ
の

チ
ェ
コ
語
新
聞『
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国（Československá republika

）』

も
、
八
月
八
日
付
の
紙
面
で
「
彼
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
校
長
で
あ
っ
た
二
年
半
の

間
に
、
不
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
発
展
し
、
彼
は
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関
係
を
構
築
し
（
例
え
ば
、
カ
レ
ル
・
タ
イ

ゲ
を
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
員
に
任
命
し
た
）、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ぶ
チ
ェ
コ
人
学
生
の

数
は
大
き
く
増
加
し
た
。［
中
略
］
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
と
っ
て
、ハ
ン
ネ
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ス
・
マ
イ
ヤ
ー
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
か
ら
去
っ
た
こ
と
は
損
失
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

『
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
誓
っ
て
』
ど
こ
に
い
て
も
我
が
国
の
素
晴
ら
し
い

将
来
へ
の
信
念
を
強
調
し
た
、
こ
の
芸
術
的
に
際
立
っ
た
場
所
に
お
け
る
偉
大

な
友
人
で
あ
り
支
持
者
を
、
我
々
は
失
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（7
（

」
と
、
マ
イ
ヤ
ー
を

バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関
係
強
化
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
ら
の
新
聞
の
政
治
的
立
場
に
は
留
意
す
る
必
要

は
あ
る
が
、
複
数
の
媒
体
で
マ
イ
ヤ
ー
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関
係
が
強

調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
関
係
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証

と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『ReD

』
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
内
向
き
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
た

背
景
に
は
マ
イ
ヤ
ー
自
身
の
国
際
的
性
格
、
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス

自
体
の
国
際
性
、
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関
係
と

い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
自
身
が
推
進
す
る
バ
ウ
ハ
ウ

ス
で
の
改
革
が
、
ド
イ
ツ
国
外
の
雑
誌
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
示
す
こ

と
で
、
マ
イ
ヤ
ー
は
改
革
の
成
功
を
ド
イ
ツ
国
内
、
特
に
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の

会
」の
会
員
や
理
事
会
員
に
対
し
て
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。第

二
章
で
述
べ
た
通
り
、「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
経
済
的
援
助

を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
主
導
す
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
の
新
し
い

取
り
組
み
が
、
国
外
の
雑
誌
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
実
績
を
支
援
者
た

る
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」
に
向
け
て
示
す
こ
と
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
経
済
的

基
盤
の
強
化
を
進
め
て
い
た
マ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

『ReD

』
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
刊
行
の
背
景
に
は
、「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
語
話
者
の
支
持
者
に
対
し
て
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
改
革
が

国
外
の
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
支
持

を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
マ
イ
ヤ
ー
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
マ
イ
ヤ
ー
の
下
で
強
化
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
の
関
係
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国
際
化
の
一
環
と
い
う
よ
り
は
、
単
な
る
内

向
き
の
宣
伝
手
段
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
マ
イ
ヤ
ー
の
国
際
的
な
性
格
は
む
し
ろ
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
解
雇
後
に
顕

著
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
三
〇
年
八
月
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
解
雇
さ
れ

た
マ
イ
ヤ
ー
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て 

一
九
三
六
年
ま
で
高
等
建

設
・
建
築
学
院
（V

A
SI

）
の
教
授
や
国
立
都
市
建
設
研
究
所
（GIPRO

GO
R

）
の

顧
問
等
を
務
め
、ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
で
建
築
、都
市
計
画
、教
育
を
行
っ
た
。
ま

た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
の
活
動
と
並
行
し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
は
西
欧
・
中
欧
へ
の
講
演

旅
行
に
赴
い
て
お
り
、
一
九
三
一
年
に
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で（

（7
（

、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
、
ス

イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で（

（8
（

講
演
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
は
主
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
都
市
計
画
に
従
事

し
、
そ
の
後
一
九
三
九
年
に
メ
キ
シ
コ
に
渡
り
、
都
市
計
画
家
と
し
て
活
動
し

た
の
ち
、
一
九
四
九
年
に
ス
イ
ス
の
ク
ロ
チ
フ
ィ
ッ
ソ
・
デ
ィ
・
サ
ヴ
ォ
サ
に

定
住
、
一
九
五
四
年
そ
の
地
で
生
涯
を
終
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
離
独
後
の
マ
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イ
ヤ
ー
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
、
ス
イ
ス
、
メ
キ
シ
コ
を
中
心
と
し
て
国
際
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
お
よ
び
一
九
三
六
年
に
講
演
の
た

め
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
訪
問
す
る（

（8
（

な
ど
バ
ウ
ハ
ウ
ス
解
雇
後
も
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関
係
は
継
続
さ
れ
、
タ
イ
ゲ
の
死
の
前
年
に
あ
た
る
一
九

五
〇
年
ま
で
書
簡
の
や
り
取
り
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『ReD

』
特
別

号
自
体
は
ド
イ
ツ
国
内
向
け
の
宣
伝
と
し
て
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
タ
イ
ゲ
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
関
係
は
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
解
雇
後
の
マ
イ
ヤ
ー
が
国
境
を
越
え
た
活
動
を
展
開
す
る
基
盤
と

な
っ
た
。
以
上
の
観
点
か
ら
、『ReD
』
特
別
号
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
校
長
時
代
の

マ
イ
ヤ
ー
の
重
要
な
業
績
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
離
独
後
に
マ
イ

ヤ
ー
が
行
っ
た
国
際
的
な
活
動
の
出
発
点
と
し
て
も
大
き
な
意
義
の
あ
る
媒
体

で
あ
っ
た
。

（
１
）�　

こ
こ
ま
で
の
経
歴
はK

LEIN
ERÜ

SCH
K

A
M

P, W
erner (H

g.), H
annes 

M
eyer 1889-1954 A

rchitekt, U
rbanist, Lehrer, Berlin: W

ilhelm
 Ernst 

&
 Sohn V

erlag für A
rchitektur und technische W

issenschaften, 
1989, S. 355-362, 

お
よ
び W

IN
K

LER, K
laus-Jürgen, D

er A
rchitekt H

annes 
M

eyer: A
nschauungen und W

erk, Berlin: V
EB V

erlag für Bauw
essen, 

1989, S. 223-224, W
IN

GLER, H
ans M

, D
as B

auhaus; 1919-1933 
W

eim
ar D

essau Berlin und die nachfolge in Chicago seit 1937, K
öln: 

V
erlag Gebr. Rasch &

 Co. und M
. D

uM
ont Schauberg, 1978, S. 409. 

を
参
考
に
し
た
。

（
２
）�　GRO

PIU
S, W

alter, Internationale A
rchitektur (Bauhausbücher 1), 

M
ünchen: A

lbert Langen V
erlag, 1925 (Zw

eite A
ufrage 1927), S. 23.

（
３
）�　M

EY
ER, H

annes, „M
ein H

inausw
urf aus dem

 Bauhaus,“ D
as 

T
agebuch, H

eft 33, 1930, S.1308.

（
４
）�　

利
光
功
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス　

歴
史
と
理
念
』
美
術
出
版
社
（
東
京
）、一
九
七
〇
年
、

一
六
三
―
一
六
六
頁
。

（
５
）�　M

EY
ER, O

p. cit, S. 1308.

（
６
）�　

チ
ェ
コ
語
で
「
九
つ
の
力
」、
な
い
し
蕗
の
一
種
を
指
す
。

（
７
）�　

同
誌
は
媒
体
に
よ
っ
て
『ReD

』
お
よ
び
『RED

』
の
表
記
揺
れ
が
み
ら
れ
る
。

同
誌
が
「Revue D

evětsil

」
の
略
称
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
本
論
文
に
お
け

る
表
記
は
『ReD

』
に
統
一
す
る
。

（
８
）�　

こ
こ
ま
で
の
経
歴
はD

A
ČEV

A
, Rum

jana, “Chronological overview
: 

dates, events, publications, m
anifestos, and books (T

ranslated by 
D

LU
H

O
SCH

, Eric),” in D
LU

H
O

SCH
, Eric, ŠV

A
Á

CH
A

, Rostislav 
(edit.) , K

arel T
eige/1900-1951; L

’enfant terrible of the czech 
m

odernist avant-garde, Cam
bridge (M

assachusetts): T
he M

IT
 Press, 

1999, pp. 348-382. 

お
よ
び
阿
部
賢
一
『
カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ　

ポ
エ
ジ
ー
の
探
究

者
』
水
声
社
（
東
京
）、
二
〇
一
七
年
、
三
一
九
―
三
二
六
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
９
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 31. O
kt. 1929, 

Bauhaus-A
rchiv Berlin, Inv. N

r. 780656.

（
10
）�　BZD

ŽO
V

SK
Á

, Lenka, “T
he A

nant-garde ideal of poisis: Poetism
 

and artificialism
 during the late 1920s (T

ranslated by V
O

ČA
D

LO
, 

K
arolina),” in D

LU
H

O
SCH

, ŠV
A

Á
CH

A
 (edit.), O

p. cit., p.48.

（
11
）�　

機
関
紙
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
第
三
巻
第
一
号
（
一
九
二
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た

„bauhaus und gesellschaft“

（
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
社
会
）
の
チ
ェ
コ
語
訳
。
訳
は

ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
ァ
・
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
（Jaroslava V

áclavková, 1905-
1978

）
に
よ
る
。

（
12
）�　FO

RBES, M
eghan, “‘T

o reach over the border’ A
n International 

Conversation betw
een the Bauhaus and D

evětsil,” in U
m

ění, 3-4, 
LX

IV
, 2016, p. 300.

（
13
）�　FA

BIA
N

, Jeanette, „D
er thechische Funktionalisus,“ in FLIERL, 

T
hom

as, O
SW

A
LT

 Philipp (H
g.), H

annes M
eyer und das Bauhaus; 

Im
 Streit der D

eutungen, Leipzig: Spector Books, 2018, S. 331-333.
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（
14
）�　GRO

PIU
S, W

alter, K
orrespondenz W

alter Gropius-K
arel T

eige, 
Bauhaus-A

rchiv Berlin, Inv. N
r. 658299.

（
15
）�　H

A
IN

 Sim
one, „B

auhaus und tschechische architektonische 
A

vangarde,“ W
issenschaftliche Zeitschrift der H

ochschule für 
A

rchitektur und Bauw
esen W

eim
ar, 26. Jahrgang, H

eft 4/5, 1979, S. 
414.

（
16
）�　FO

RBES, M
eghan, O

p. cit., pp. 295-296.

（
17
）�　„BA

U
H

A
U

S v D
essavě,“ R

eD
, 1. Ročník, Číslo 1, 1927, s. 22.

（
18
）�　GRO

PIU
S, „zásady práce bauhausu,“ R

eD
, 1. Ročník, Číslo 5, 1928, 

s. 183-186. 

（
19
）�　GRO

PIU
S, W

alter, M
O

H
O

LY
-N

A
GY

, László, N
eue A

rbeiten der 
Bauhausw

erkstätten, M
ünchen: A

lbert Langen V
erlag, 1925, S. 5-8.

（
20
）�　M

ICH
A

LO
V

Á
, Rea, K

arel T
eige ;C

aptain of the A
vant-G

arde, 
Prague: K

A
N

T
, 2018, p. 347.

（
21
）�　„2.) beiliegend erhalten sie eine abschrift des gew

ünschten aufsatze 
für das bauhaus-sonderheft ihrer zeitschrift. ausdrücklich m

öchte ich 
sie aber bitten, dieses m

anuskript bei der uebersetzung ins 
tschechische in der satzanordnung genau so zu lassen, denn es liegt 
m

ir alles daran, die gedankengänge so herauszuschälen, dass die 
knappe, gedrängte form

 gew
art w

ird. ich denke m
ir, dass sie selbst 

diese uebersetzung ins tschechische so gut w
ie eben m

öglich 
vornehm

en w
erden, und ich danke ihnen hierfür im

 voraus bestens.“ 
(M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 29. Jan. 1929, 
Bauhaus-A

rchiv Berlin, Inv. N
r. 780656.)

（
22
）�　M

EY
ER, „bauhaus und gesellschaft,“ in bauhaus, 3. Jahrgang, N

r. 1, 
1929, S. 2.

（
23
）�　„anlässlich ihres hierseins können sie dann nach ihrer freien w

ahl 
das m

aterial für die bauhausnum
m

er der zeitschrift “RED
” selbst 

aussuchen.“ (M
EY

ER, K
orrespondenz H

annes M
eyer-K

arel T
eige, 

14. M
ärz 1929, Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780656.)

（
24
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 11. Juli 1929, 
Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780656.

（
25
）�　„aus ihrem

 ausführlichen schreiben vom
 3.9.29 habe ich 

entnom
m

en, dass sie zunächst nicht ans bauhaus kom
m

en w
erden, 

um
 ihren vortrag zu halten, und dass auch die geplante bauhaus-

num
m

er in RED
 nicht so bald herauskom

m
en w

ird, frühestens im
 

novem
ber oder dezem

ber ds. js.
unter diesen um

ständen erübrigt sich w
ohl eine schriftliche 

auseinandersetzung über die von ihnen angeschnittenen fragen und 
es ist denkbar, dass w

ir uns in der zw
ischenzeit nochm

als in prag 
treffen, da ich dort voraussichtlich diesen herbst zu tun habe. - 
sie erhalten in den nächsten tagen eine neue druckschrift des 
bauhauses, die ich als provisorischen prospekt zusam

m
engestellt 

habe, darin w
erden sie auch einige arbeiten finden, die ihrer 

bauhaus publikation sehr w
ohl anstehen w

ürden.  
es ist sehr schade, dass sie ihren plan ans bauhaus zu kom

m
en nicht 

verw
irklicht haben, so m

uss ich versuchen, auf anderen w
egen die 

brücke zur tschechoslow
akei zu schlagen.“ (M

EY
ER, K

orrespondenz 
H

annes M
eyer-K

arel T
eige, 5. Sept. 1929, Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 

780656.)

（
26
）�　

一
九
二
九
年
の
夏
季
休
暇
中
と
い
う
制
作
時
期
に
つ
い
て
はD

RO
ST

E, 
M

agdalena, Bauhaus, K
öln: T

aschen, 2019, S. 364.

を
参
照
し
た
。

（
27
）�　„die leitung gibt bekannt:

der tschechische schriftsteller karel teige, prag, ist von der 
bauhausleitung zu einem

 einw
öchigen gastkurs für die zeit vom

 20. 
bis 25. 1. 1930 ans bauhaus verpflichtet w

orden m
it dem

 auftrag, 
über 
"das europäiscihe schrifttum

 der gegenw
art, insbesondere über 

französische, tschechische, russische literatur"
zu sprechen, sow

ie – in der reklam
e – abteilung – die beziehungen 
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"zu neuem
 inhalt und neuer form

"
"in der typografie"
daezulegen.
herr karel teige w

ird im
 februar 1930 in seiner zeitschrift "RED

" 
(prag) ein sonderheft über die neuesten arbeiten des bauhauses 
herausbringen.“ (M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel 

T
eige, 18. D

ez. 1929, Bauhaus-A
rchiv, Inv. N

r. 780656.) 

（
28
）�　

こ
の
書
簡
は
シ
ミ
の
た
め
に
日
付
を
読
み
取
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
読
み
取
り
う
る
部
分
か
ら
判
断
し
、
二
十
七
日
と
仮
定
し
た
。
な
お
、
書
簡
本

文
中
に
は
一
九
二
九
年
十
二
月
十
四
日
の
取
り
決
め
の
確
認
で
あ
る
旨
が
書
か
れ

て
お
り
、
ま
た
そ
の
後
マ
イ
ヤ
ー
は
十
二
月
三
十
日
に
も
タ
イ
ゲ
に
書
簡
を
書
い

て
い
る
た
め
、
本
書
簡
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）�　H

eller

（
独
語
）/haléř

（
チ
ェ
コ
語
）
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
通
貨
コ
ル

ナ
の
補
助
通
貨
。
一
〇
〇
ハ
レ
ー
シ
ュ=

一
コ
ル
ナ
。

（
30
）�　„hierdurch bestätige ich unsere absprache vom

 14. 12. 29. 
hinsichtlich der herausgabe einer bauhaus-sonder-num

m
er ihrer 

zeitschrift w
ie folgt:

reserviert w
ird die februar-num

m
er 1930. das letzte m

aterial m
uss 

spätestens bis 20. januar 1930. in ihrer hand sein. w
in teil des textes 

und der abbildungen geht ihnen schon in diesem
 m

onat zu.
die redaktion besorgen sie unter beratung durch den 
unterzeichneten.
ihre norm

al-auflage beträgt 1400 exam
ple. w

ir sind bereit, w
eitere 

1000 exam
ple zu übernehm

en, gegen eine sonderentschädigung, 
w

elche sie uns dem
nächst m

ittelen w
ollen. diese 1000 exam

ple 
verteilen w

ir w
ie folgt:

500 stück = "kreis der freunde des bauhauses"
200 stück = bauhaus angehörige
300 stück = zur verteilung an interessen und besucher.

　

-
der um

fang des norm
al-heftes beträgt :32 seiten plus um

schlag, 
davon sind: �2 seiten insertion�

16 seiten kunstdruckpapier (für autotypie) und�
16 seiten m

att-papier (für text und schw
arz-w

eiss-klischees)�
der um

schlag evtl. zw
eifarbig.

die klischeekosten übenim
m

t der verleger; sie betragen: 
für schw

arz-w
eiss-klischee á 40 heller pro qcm

 (ca. 5 pfennig)
für autotype                    á 50 heller pro qcm

 (ca. 7 pfennig).
inzw

ischen hat uns herr w
. peterhans bereits einen aufsatz (gut) und 

fotografien für sie zur verfügung gestellt, dazu kom
m

t ein 
unveröffentlichter aufsatz der ihnen bekannten frl. otti berger über 
w

eberei.---über alles übrige später.“ (M
E

Y
E

R
, K

orrespondenz 
H

annes M
eyer-K

arel T
eige, 27 (?). D

ez. 1929, Bauhaus-A
rchiv, Inv. 

N
r. 780656.) 

（
31
）�　„m

it allem
 einverstanden! das m

aterial kann anlässlich ihres 
hierseins endgültig zusam

m
engestellt w

erden. einen teil davon 
schicke ich, w

enn m
öglich, schon in den nächsten tagen.“ (M

EY
ER, 

H
annes, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige 6. Jan. 1930, 
Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780651.) 

（
32
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 6. Feb. 1930, 
Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780651.

（
33
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 14. Feb. 1930, 
Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780651.

（
34
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 24. M
ärz 

1930, Bauhaus-A
rchiv, Inv. N

r. 780651.
（
35
）�　SO

U
PA

U
LT

, Philippe, «D
o Prahy,» R

eD
, 1. Ročník, Číslo 1, 1927, s. 

3-4.

（
36
）�　N

EZV
A

L, V
ítězslav, „Gedichte (D

eutsch von Ferdinand Barták),“ 
R

eD
, 2. Ročník, Číslo 8, s. 263.
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（
37
）�　M

A
RIN

ET
T

I, Filippo T
om

m
aso, «Poem

a preciso» / «m
acchine 

lirique,» R
eD

, 2. Ročník, Číslo 6, s. 175.
（
38
）�　„F. T

. M
arinetti +italská m

oderna +světový futurism
us,“ R

eD
, 2. 

Ročník, Číslo 6, s. 185-204.

（
39
）�　„1) text: sie hatten bis jetzt nur den aufsatz über w

eberei v. otti 
berger.
sie bekom

m
en anbei den aufsatz "zum

 gegenw
ärtigen stand der

fotografie" von peterhans, es erschiene m
ir w

ünschensw
ert im

 
interesse des kreises der freunde des bauhauses, w

enn dieser 
aufsatz deutsch erscheinen könnte.
der studierendenvertreter albert m

entzel hielt w
ährend der 

bauhausw
oche einen vortrag "über den bauhäusler, auf m

eine 
veranlassung arbeitet er denselben noch konzentrierter um

 und ich 
halte den aufsatz für geeignet zum

 abdruck in RED
, da er eine 

ähnliche gegenüberstellung enthält w
ie ihr aufsatz, den sie in dessau 

verfassten. so könnte m
eines erachtens der aufsatz m

entzel in 
deutscher sprache und der ihrige in tschechischer sprache gedruckt 
w

erden oder um
gekehrt. für die m

itglieder des kreises halte ich es 
für zw

eckm
ässig, w

enn sie die ansicht eines studierenden m
al hören 

w
ürden.

als w
eiteren text-beitrag hatten sie die absicht, m

einen aufsatz 
"bauhaus und gesellschaft" ins tschechische zu übersetzen, w

as ich 
ihnen gern anheim

stelle.
2) m

itteilungen: frage: können w
ir einige m

itteilungen, bestim
m

t für 
den kreis der freunde im

 nachrichten-teil einfügen? ebenso w
ären 

w
ünschensw

ert die letzten m
anifestationen des instituts 

(ausstellungen, vorträge usw
. ) im

 nachrichten-teil zu erw
ähnen.

beides ist jedoch nur eine bitte, und nicht unbedingt erforderlich.
3) bildbeilagen: ich bin eben bei der letzten sichtung des m

aterials 
und sie erhalten m

orgen eine erste sendung zur klichierung. der 

rest folgt innert zw
ei tagen.

4) frage: m
uss ein entw

urf für den um
schlag hierseits gem

acht 
w

erden oder besorgen sie das doch persönlich?
m

it den besten grüssen
ihr hannes m

eyer
anlage: aufgatz peterhans“ (M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-
K

arel T
eige, 6. Feb. 1930, Bauhaus-A

rchiv, Inv. N
r. 780651.)

（
40
）�　„poznám

ka redakce: pro toto číslo, věnované dessavské vysoké 
škole pro m

oderní tvorbu „bauhaus“ bylo připraveno více 
obrazového a textového m

ateriálu, než bylo m
ožno um

ístit na 
daných 32 stránkách, nedostatek m

ísta donutil nás odložiti do 
některého z příštích čísel několik fotografií w

. peterhanse, fritze 
kuhra, fotografie nábytku alfreda arndta, kresby paula kleea a l. 
feiningera, architektonické projekty l. hilberseim

era a j.; rovněž pro 
nedostatek m

ísta nebylo m
ožno připojiti k článkům

 tohoto čísla, jež 
jsou původním

i, pro red psaným
i příspěvky, české překlady. 

přinesem
e je však dodatečně v příštích číslech. všecka vyobrazení 

tohoto čísla (krom
ě pěti) nebyla dosud nikde uveřejněna, práva 

reprodukce a překladu původních příspěvků jsou redu a bauhausu 
vyhrazena.“ („poznám

ka redakce“, R
eD

, 3. Ročník, Číslo 5, 1930, s. 
160.)

（
41
）�　„w

ollen sie m
ir auch die definitiven bedingungen für die 1000 stück 

bauhaus-exem
plare bekanntgeben, dam

it ich im
 "kreis der freunde" 

das geld bereistelle.-
ein spezialum

schlag für den kreis der freunde ist nich notw
endig, 

ich denke, w
ir übersenden ihnen das adressen-m

aterial und die 
expedition geschieht von prag aus, oder ist ihnen lieber, w

enn w
ir 

das von dessau aus selbst besorgen?“ (M
EY

ER, K
orrespondenz 

H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 14. Feb. 1930, Bauhaus-A
rchiv, Inv. N

r. 
780651.)
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（
42
）�　„kreis der freunde des bauhauses,“ bauhaus, 3. jahrgang, N

r. 2, 
1929, S.27.

（
43
）�　Ibid.

（
44
）�　M

EY
ER, „bauhaus und gesellschaft,“ bauhaus, 3. jahrgang, N

r. 1, 
1929, S.2.

（
45
）�　RO

T
H

EN
BA

CH
ER, Franz, T

he E
uropean Population 1850-1945, 

London: Palgrave M
acm

illan, 2002, p. 145.

（
46
）�　SC

H
LE

M
M

E
R

, O
skar (SC

H
LE

M
M

E
R

, T
ut, H

g.), B
riefe und 

T
agebücher, Stuttgart: V

erlag Gerd H
atje, 1977, S. 91. 「

ド
ル
ナ
ッ
ハ
的

で
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
ス
イ
ス
の
ド
ル
ナ
ッ
ハ
に
存
在
す
る
、
神
秘
思
想
家
ル

ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（Rudolf Steiner, 1861-1925

）
が
設
計
し
た
ゲ
ー
テ

ア
ヌ
ム
（Goetheanum

）
を
念
頭
に
お
い
た
、
過
度
な
美
学
性
を
批
判
し
た
発

言
と
推
測
さ
れ
る
。

（
47
）�　

冨
田
英
夫
「
ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ア
ー
主
導
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
分
析
重
視

の
デ
ザ
イ
ン
教
育
」、
九
州
産
業
大
学
建
築
都
市
工
学
部
研
究
報
告
第
一
号
、
二
〇

一
八
年
、
一
頁
。

（
48
）�　D

RO
ST

E, Bauhaus, S. 367-370.

（
49
）�　Ibid., S. 375.

（
50
）�　Ibid., S. 389.

（
51
）�　Ibid., S. 383.

（
52
）�　

利
光
、
前
掲
書
、
一
六
〇
頁
。

（
53
）�　D

RO
ST

E, „U
nterrichtsstruktur und W

erkstattarbeit am
 Bauhaus 

unter H
annes M

eyer,“ in K
LEIN

ERÜ
SCH

K
A

M
P (H

g.), O
p. cit., S. 

154.

（
54
）�　„die ästhetischen m

öglichkeiten der industrie- technik und ihrer 
besonderen w

erkstoffe sind blendend, doch luxuriös, das bauhaus 
aber hat nicht dem

 luxus, einerlei ob handw
erklicher oder 

m
aschineller art, sondern den bedürfnissen der breitesten 

volksgem
einschaft zu dienen.“ (K

Á
LLA

I, Ernő, „zur einführung,“ das 
bauhaus dessau, ausstellung gew

erbem
useum

 basel (K
atalog), 1929, in 

FLIERL, O
SW

A
LT

 (H
g.), O

p. cit., S. 60.)

（
55
）�　M

EY
ER, „M

ein H
inausw

urf aus dem
 Bauhaus,“ D

as T
agebuch, H

eft 
33, 1930, S. 1308.

（
56
）�　„D

ieses Ziel aber kann m
an nicht richtiger bezeichnen als m

it der 
Form

el: »Ü
berw

indung des Stils«. N
ur drastischer noch kann m

an es 
sagen: das Ziel ist die »Stillosigkeit«! [...] etw

as zu einfach und zu 
gradlinig ist gegenüber der W

irklichkeit, die sich Bauhaus nennt“ 
(SC

H
M

ID
T

, G
eorg, „Z

ur E
inführung“, W

egleitungen des 
K

unstgew
erbem

useum
s der Stadt Zürich 94a; Bauhaus-W

anderschau 
1930 (K

atalog), 1930, in FLIERL, O
SW

A
LT

 (H
g.), O

p. cit., S.90.)

（
57
）�　T

EIGE, K
arel, „D

eset let Bauhaus,“ Stavba, 8. Ročník, Číslo 10, 1930, 
s. 146-152.

（
58
）�　M

EN
T

ZEL, A
lbert, „vom

 bauhäusler zum
 studierenden,“ R

eD
, 3. 

Ročník, Číslo 5, 1930, s. 158-160.

（
59
）�　D

RO
ST

E, „U
nterrichtsstruktur und W

erkstattarbeit am
 Bauhaus 

unter H
annes M

eyer,“ in K
LEIN

ERÜ
SCH

K
A

M
P (H

g.), O
p. cit., S. 

153.

（
60
）�　„w

ir untersuchen die beziehungen im
 stoff zw

ischen farbe und 
m

aterial, zw
ischen farbe und struktur, und w

ir sehen, daß die 
m

öglichkeiten, m
it diesen m

itteln zum
 stoff zu kom

m
en, unbegrenzt 

sind.“ (BERGER, O
tti, „stoffe im

 raum
,“ R

eD
, 3. Ročník, Číslo 5, 1930, 

s. 143.)

（
61
）�　D

RO
ST

E, O
p. cit., S. 386.

（
62
）�　„kunst im

 herköm
m

lichen und gestaltung im
 neuen sinne, das gibt 

es nicht. D
enn das „herköm

m
liche“ ist nie kunst. [...] m

an m
uß nicht 

unbedingt bilder m
alen, um

 ein künstler zu sein. [...] um
 ein künstler 

zu w
erden, m

uß ein künstler sein, und um
 es zu w

erden, w
enn m

an 
es schon ist, dazu kom

m
t m

an an das bauhaus; und aus diesem
 

„künstler“ w
ieder einen m

enschen zu m
achen: das ist die aufgabe 

des bauhauses.“ (BERGER, „interview
 m

it bauhäuslern,“ bauhaus, 2. 
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Jahrgang, H
eft2/3, 1928, S. 25.)

（
63
）�　M

EY
ER, „bauhaus unnd gesellschaft,“ bauhaus, 3. Jahrgang, 

N
um

m
er 1, 1929, S. 2.

（
64
）�　M

EY
ER, K

orrespondenz H
annes M

eyer-K
arel T

eige, 18. D
ez. 1929, 

Bauhaus-A
rchiv, Inv. N

r. 780656.

（
65
）�　„U

nsere W
ohnung w

ird m
obiler denn je: M

assenm
iethaus, 

Sleeping-car, W
ohnjacht und T

ransatlantique untergraben den 
Lokalbegriff der H

eim
at. D

as V
aterland verfällt. W

ir lernen 
Esperanto. W

ir w
erden W

eltbürger.“ (M
EY

ER, „D
ie neue W

elt,“ D
as 

W
erk, Band 13, H

eft 7, 1926, S. 221.)

（
66
）�　„140 sind deutscher herkunft

8 sind aus anhalt
78 sin aus preußen
26 sind aus sachsen
28 sind aus dem

 übrigen deutschland
30 sind ausländer und zw

ar:
8 schw

eizer
4 polen
3 tschechen
3 rusen
2 am

erikaner
2 letten
2 ungarinnen
1 deutsch-österreicher
1 holländerin
1 türke
1 perserin
1 palästinenser
1 staatenloser
[...]“ („unsere bauhäusler,“ junge m

enschen, kom
m

t ans bauhaus!, 1929, 

in FLIERL, O
SW

A
LT

 (H
g.), O

p. cit., S. 48.)

（
67
）�　„D

nes studuje tu již na 200 žáků z nejrozm
anitějšich zem

í [...] 
Bauhaus usiluje o získání co největšího počtu zahraničních studentů. 
D

nes tvořítu třetinu studentstva cizinci (a m
ezi nim

i je 7 
Čechoslováků), takže Bauhaus je hotový Babylon a K

osm
opolis.“ 

(T
EIGE, O

p. cit, s. 152.)

（
68
）�　D

IET
ZSCH

, Folke, „D
ie Studierenden am

 Bauhaus -Statisches,“ 
Bauhaus K

olloquium
: W

issenschaftliche Beiträge zur G
eschichte des 

Bauhauses, 35. Jahrgang, H
eft 2, W

eim
ar: Sektion A

rchitektur der 
H

ochschule für A
rchitektur und Bauw

esen W
eim

ar, 1989, S. 89-92.

（
69
）�　Ibid, S. 90.

（
70
）�　Ibid, S. 91.

（
71
）�　SV

O
BO

D
O

V
Á

, M
arkéta, bauhaus a československo 1919-1938 (the 

bauhaus and czechoslovakia 1919-1938), Praha: K
A

N
T

, 2016. 

（
72
）�　O

skar Zaborsky, Jindřich (H
einrich) K

och, Lisbeth O
estreicherová, 

Josef H
ausenblas, A

ntonín U
rban, V

áclav Zralý, V
ladim

ír N
ěm

eček, 
Ladislav F

oltyn, Josef Pohl, M
athylde W

ienerová, M
arie 

Rossm
annová D

oleželová, Zdeněk Rossm
ann, Irena Blühová, Edith 

Rindlerová, Inge Stipanitzová, A
lois Rudolf W

atznauer, Bohum
ila 

Rolčíková, A
ugustin Lacko, O

takar Frňka.

（
73
）�　

上
記
の
う
ち Koch, Oestreicherová, Hausenblas, U

rban, Zralý, Něm
eček, 

Foltyn, Pohl, W
ienerová, Rossm

annová D
oleželová, Rossm

ann.

（
74
）�　

マ
イ
ヤ
ー
校
長
時
代
に
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
で
あ
る
。

（
75
）�　

プ
ラ
ー
ク
（Prag

）
は
プ
ラ
ハ
の
ド
イ
ツ
語
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
はPrager 

T
agblatt

が
ド
イ
ツ
語
新
聞
で
あ
る
点
を
考
慮
し
、「
プ
ラ
ー
ク
日
報
」
と
表
記
す

る
。
プ
ラ
ー
ク
新
聞
（Prager Presse

）
も
同
様
で
あ
る
。

（
76
）�　„In seiner 2½

jährigen A
m

tszeit, in der sich das Bauhaus trotz 
schw

ieriger V
erhältnisse sehr günstig entw

ickelte, hat er auch die 
verschiedensten Beziehungen zur T

schechoslow
akei angeknüpft. In 

der stets zunehm
enden Zahl tschechoslow

akischer Studierender am
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Bauhaus (deutscher w
ie tschechoslow

akischer N
ationalität) kom

m
t 

das besonders zum
 A

usdruck.“ („Schiedsgericht über H
annes 

M
eyer,“ Prager T

ageblatt, 3. A
ug. 1930, S. 5.)

（
77
）�　„Leitungsw

echsel im
 Bauhaus D

essau,“ Prager Presse, 3. A
ug. 1930, 

S. 10.

（
78
）�　„Za jeho dvaapůlletého vedení Bauhausu, v kteréžto době se 

Bauhaus přes nepříznivé pom
ěrz skvěle vzvíjel, navázal různé 

spojení i s Československem
 (na př. jm

enování K
arla T

eigeho 
docentem

 Bauhausu), tak že počet českých studujících na Bauhausu 
se značně zvýšil. [...] Pro československo obchod H

annes M
eyera z 

B
auhausu znam

ená ztrátu, nebot' v něm
 ztrácím

e na tom
to 

um
ělecky exponovaném

 m
ístě velkého přítele a nadšence, který 

"přísahal na Československo" a svoji víru v krásnou budoucnost 
našeho národa všude akcentoval.“ („Zm

ěna ve vedení v dessavském
 

„Bauhausu,“ Československá republika, 8. srpna 1930, s. 5.)

（
79
）�　W

IN
K

LER, O
p cit., S. 143-144

（
80
）�　Ibid, S. 158-160.

（
81
）�　SV

O
BO

D
O

V
Á

, O
p cit, s. 84.




